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午前10時00分開議 

○議長（佐藤 郁夫君）  皆さん、おはようございます。議員及び市長を初め執行部各位には、本

日もよろしくお願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員数は１７名です。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開

きます。 

 執行部より、市長、副市長、教育長及び関係課長の出席を求めています。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程第２号により行います。 

────────────・────・──────────── 

一般質問 

○議長（佐藤 郁夫君）  これより、日程第１、一般質問を行います。 

 質問者の持ち時間は、質問、答弁を含め１人１時間以内となっております。質問者、答弁者と

も簡潔に、また節度ある発言をお願いいたします。 

 それでは、通告制となっておりますので、順次質問を許可します。 

 まず、１２番、渕野けさ子さんの質問を許します。渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  おはようございます。１２番、渕野けさ子です。議長の許可を

いただきましたので、通告順に従って、ただいまより一般質問をさせていただきます。 
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 今会議が平成最後の定例会となりました。今回、狙ったわけではないんですが、まさかの１番

での一般質問に立つ機会を与えていただき、身の引き締まる思いでいっぱいです。どうか最後ま

でよろしくお願い申し上げます。 

 まずは、１月にお亡くなりになられました故野上安一議員の御冥福を心よりお祈り申し上げま

す。志半ばで、さぞかし無念であったことでしょう。その思いの万分の一でも、由布市民の福祉

向上のため、また市政発展のため働いてまいることが野上議員に対する報恩感謝と信じておりま

す。 

 議会においては、佐藤議長を中心に全議員が健康でありますように、行政においては、市長を

中心に役職員が全員健康で仕事に邁進できますようにと切に願うところであります。 

 さて、三寒四温を繰り返しながら春を待つきょうこの頃です。議会開会にて市長の施政方針で

は、未来へ持続可能な行政運営で５つの思いの実現のため、さらに地域発展枠を設けたと、力強

い決意を伺いました。財政状況の大変厳しい中にも勇猛果敢に取り組もうとの心意気、また予算

編成方針の通知においても、昨年よりもさらに細かく、厳しく、不断の決意を感じました。 

 しかし、厳しい中にも集中と選択で、特色ある、由布市民が幸せを感じる、そういう声を与え

ていただきたいと思っております。 

 幸先のよい朗報もお伺いいたしました。県内一周駅伝では、念願のＣチーム、Ｃ軍優勝、そし

てＢ軍へ昇格とのこと、選手の大検討に大拍手を送ります。明るいニュースをありがとうござい

ました。関係者の皆様に大変お疲れさまと申し上げます。 

 それでは、私の質問は、大きく４項目させていただきます。 

 まず、最初に児童虐待──これは乳幼児も含みます──の対応は万全でありますでしょうか。

千葉県野田市の児童虐待の事実を連日知ることで、心の痛む毎日です。大分県内の児童虐待相談

件数も、２０１３年９２９件から２０１７年１,３２１件と、５年間で約１.４倍です。 

 そこでお伺いいたします。由布市の現状と対応、そして万全にできているかどうか、お伺いい

たします。 

 また、これまでの問題点、気がついた点、また御苦労した点はありますでしょうか、お聞きい

たします。 

 大きく２点目、消費税、地方消費税率１０％引き上げの影響を緩和する事業についてお伺いし

ます。 

 本年１０月から８％から１０％へ実施されます。消費税率引き上げに伴う予算、税制措置を由

布市としての対応をどのようにするのか。 

 まず、幼児教育費無償化の１０月１日実施、年金生活者支援給付金の支給について。次に、軽

減税率制度の実施について。次に、低所得者、それと子育て世帯ゼロ歳児から２歳児まで向けの
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プレミアム商品券についてと、また由布市独自の一般者向けのプレミアム商品券はできないのか

どうかということ。そして、次に、その他税制によるものの中で恒久措置、時限措置、臨時特例

措置によるもので関係することはありませんかということです。 

 大きく３項目め、風疹の予防接種、高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種についてお伺いいたしま

す。 

 風疹は、妊娠２０週くらいまでの妊婦が感染した場合、生まれてきた赤ちゃんが難聴や白内障、

心臓病など先天性風疹症候群にかかり、深刻な障害が残って死亡するケースもあります。そこで、

３９歳から５６歳男性は、これまで接種の機会がなく、抗体保有率が７９.６％と他の世代に比

べて１０ポイント以上低かったため、予防接種を実施することで抗体保有率を９０％台に引き上

げることを目指します。まず、初めに３９歳から４６歳の男性に対応すると思いますが、４７歳

から５６歳の対応はどのようにされるのか。 

 次に、肺炎球菌の予防接種は、新年度より６５歳のみとのことで１２月議会に一般質問いたし

ました。また、未受診の方への救済措置を要望しましたが、その後、国から５年間経過措置を使

用するようにと決まりました。そこで、５０％、まだ未受診の方への周知はどのようにされるの

か、お伺いいたします。 

 最後になりますが、由布市総合計画について、昨年、一般質問の答弁の中にも１年前倒しで総

合計画策定とのことでした。その理由と重点的な内容、どのように変わるのか、教えていただき

たいと思います。 

 再質問はこの席にて行いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  皆様、おはようございます。本日もどうぞよろしくお願いをいたします。 

 それでは、１２番、渕野けさ子議員の御質問にお答えをいたします。 

 初めに、児童虐待に関する対応についての御質問でございますが、由布市の児童虐待に関する

新規対応件数は、平成２５年度は１４件、平成２９年度は２５件となっております。 

 虐待事案を含む要保護児童等への対応につきましては、児童相談所や警察、保健所、教育委員

会など、関係機関や関係部署で構成する要保護児童対策地域協議会を設置しており、全ての事案

の状況把握等を行う実務者会議、また発生した時点での具体的支援策等を検討する個別ケース会

議などを開催して、正確な情報や援助方針等を共有し、適切な連携のもとで対応しているところ

でございます。 

 課題といたしましては、いかに関係機関が連携して初期対応を迅㏿にできるかが上げられると

考えられております。 

 また、児童だけではなく、その世帯に対する適切な支援に向けて一層の体制整備が必要と感じ
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ているところです。 

 次に、消費税率の引き上げの影響を緩和する事業についての御質問でございますが、まず、幼

児教育・保育の無償化の対応につきましては、政府が２月１２日に幼児教育・保育の無償化を実

施するための子ども・子育て支援法の改正案を閣議決定し、今通常国会で成立を目指すこととな

っております。 

 幼保無償化は、全世帯型社会保障の一環として行われるもので、子育て世帯の負担を軽減し、

少子化対策につなげる狙いがあり、財源は消費税率１０％への引き上げに伴う税収増加分を充て

ることとなっております。 

 無償化に係る財源につきましては、平成３１年度に限り、地方負担金について全額国費負担と

することが示されておりますけども、現時点では関係法令が可決されてない状況もあり、由布市

においては当初予算段階での反映は、いたしておりません。 

 法案成立後、必要な予算及び規則等の整備を行うとともに、保育事業者や市民の皆様へ制度の

周知を図ってまいりたいと考えております。 

 年金生活者支援給付金につきましては、所得の金額が一定の基準以下の年金受給者に対して年

金に上乗せして支給される福祉的給付であり、消費税率１０％への引き上げに対する支援策の一

つとなっております。 

 ４月以降に国民年金対象者になる方は、市役所の窓口で請求書を提出していただくことになり

ます。既に年金を受給されている方は、日本年金機構に請求書を送付することになっております。 

 財源につきましては、国が全額負担することとなっております。 

 軽減税率の対象となる品目については、国で定めましたお酒や外食サービスを除く飲食料品、

定期購読契約に基づく週２回以上発行される新聞となっております。 

 交付金として市町村へ交付される地方消費税の税率につきましては、軽減税率分を標準税率と

同様に引き上げが行われることになっております。 

 また、介護保険低所得者の第１号保険料の軽減強化が予定されております。具体的には、

２０１９年度は所得段階１について基準額に対する割合を０.４５から０.３７５に、第２段階に

おいては０.７５から０.６２５に、第３段階については０.７５から０.７２５に軽減される見込

みでございます。介護保険法施行令が改正され次第、早急に対応を進めていきたいと考えている

ところです。 

 低所得者・子育て世帯向けプレミアム商品券につきましては、消費税１０％引き上げによる経

済の影響を緩和し、地域における消費を喚起、下支えすることを目的として、プレミアムつき商

品券の発行の実施に必要な事業費及び事務費を国が全額補助することとなっております。 

 議員御質問の、今補助事業の対象者以外の皆様を対象とする由布市独自の事業といたしまして
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は、これまでも行っておりますけども、市内の消費環境を促すことを目的としたプレミアムつき

商品券の発行を引き続き行ってまいりたいと思っております。 

 消費税引き上げに伴う市町村に関連する税制措置としましては、個人住民税では控除期間にお

ける住宅借入金等特別税額控除の適応や、市町村民税法人税割の税率の改正、自動車取得税の廃

止により創設されます軽自動車税環境性能割の１％の軽減がございます。 

 なお、地方財源の減収分につきましては、交付税による措置及び国費による全額補填が行われ

ることとなっております。 

 次に、風疹ワクチン、高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種についての御質問でございます。 

 風疹は平成２５年に大流行し、予防接種費用の助成を行いました。平成３０年にも患者数が増

加したことから、国は風疹患者の約８割を占める男性に抗体検査・予防接種の定期接種化を追加

的対策として決定しております。既に法令の改正が行われており、市としましても県と協議を行

い、現在、実施に向けて調整中でございます。 

 ４７歳から５６歳の方の対応でございますが、この対策は３カ年計画で段階的に行う予定とな

っております。初年度は３９歳から４５歳が対象となり、２年目は４６歳から５６歳が対象とな

りますが、２年目の対象の方でも本人の希望に応じクーポン券の発行、または償還払いの対応等

ができるよう準備することにしております。対象の方が抗体検査・予防接種ができるよう、周知

に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、高齢者肺炎球菌の予防接種につきましては、平成３１年度は６５歳のみの対象となって

いましたが、３月に政令が改正されますと、平成３５年までの５年間において、引き続き６５歳、

７０歳、７５歳、８０歳、８５、９０、９５歳、１００歳、５歳刻みの皆様も定期接種の対象者

となります。 

 市では予防接種の履歴を管理しておりますので、これまで接種されてない方に対して従来と同

様に予防接種券の交付を検討しているところです。 

 次に、由布市総合計画についての御質問でございますが、第２次由布市総合計画は平成２８年

から３７年度までの１０年間として策定されております。計画の特徴といたしましては、特に重

点的に取り組む施策については重点戦略プランとして平成２８年度から３２年度までの５年間と

しております。 

 一方で、地方創生に取り組むための計画として、由布市まち・ひと・しごと創生総合戦略がご

ざいます。この計画は、平成２７年度から３１年度までの５年間で策定されております。これま

で重点戦略プランと総合戦略の２つの計画に沿って各種施策に取り組んでまいりましたけども、

２つの計画にはそれぞれ重複する内容が含まれており、また今後の施策を展開する上で、実施方

法や内容について総合戦略を見直す３１年度に、重点戦略プランもあわせて見直しを行うべきと
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判断したところです。これにより、２０２０年度からのプロジェクトや事業を進める上で、総合

計画の重点戦略プランと地方創生の総合戦略が調和した計画になるものと考えております。 

 現在、市内の事業所を訪問し、景気動向や雇用環境、また市の施策の方向性等について伺って

おります。総合計画や総合戦略の見直しにおきましては、今後とも多くの皆様からの御意見をい

ただきながら見直し作業を進めてまいりたいと考えているところです。 

 以上で、私からの答弁を終わります。 

 他の御質問は教育長より答弁をいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育長。 

○教育長（加藤 淳一君）  教育長でございます。１２番、渕野けさ子議員の御質問にお答えいた

します。 

 教育委員会における児童虐待への対応についてでございますが、現在、由布市で虐待、または

ネグレクト、心理的な虐待の疑いがあるとして、要保護児童対策地域協議会の協働管理台帳に搭

載され、関係機関で見守りしている児童生徒は１８人となっております。 

 この１８人につきましては、子育て支援課を中心に児童相談所・警察署・民生児童委員・健康

増進課、そして学校教育課で支援を続けております。 

 各小学校・幼稚園には教育相談リーダーを配置し、担任とともに子どもたちの様子を観察し、

悩みや相談を受けとめる教育相談体制をつくっております。疑わしき事案が発生した際は、まず、

校内で情報を共有し、子育て支援課と学校教育課の緊急対応班とともに対策会議を開催し、事実

確認や児童相談所に通報等の対応をしております。 

 現在のところ考えられる対応は整えております。 

 今後とも関係機関の連携を密にし、検証・改善を推し進めていく必要があると考えております。 

 対応の困難点といたしましては、虐待の要因が保護者の経済的な困窮・社会的な孤立・精神的

な不安、児童生徒の特別支援的な課題等、複雑化しており、対応も各方面から当たる必要がござ

います。これらに対応するために各課の壁を超え、チームで当たることを基本に取り組みを進め

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  ありがとうございました。 

 まず初めに、児童虐待から質問させていただきます。 

 やはり平成２９年においては、だんだん由布市もふえているということですね、２５件。 

 最近、県警の児童虐待対応件数が１８年度で４１４件というふうに、合同新聞で出ておりまし

た。今までで一番多かったということなんですけれども、警察に対応した件数は、由布市の中で
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ありますでしょうか。これは、乳幼児、児童も含めて、そういう事案があったかどうかお聞きし

ます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  子育て支援課長。 

○子育て支援課長（庄  忠義君）  子育て支援課長です。お答えいたします。 

 虐待を含む相談に当たっての対応ということで、警察のほうには共同管理台帳ということで、

支援が必要な子ども等について、見守り等を要請といいますか、必要な時点でそういった要請は

した経緯はございますが、警察の通告というか、通報といいますか、そういった事案は近年では

特にございません。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  ありがとうございます。見守りはお願いしたけども、深刻な通

告はなかったということで、よいですね。 

 昨年の３月に、このこともニュースで大きく取り上げられましたが、東京都の目黒区に、やっ

ぱり５歳の子どもさんが虐待で亡くなられております。その後に、すぐ、多分国から緊急安全確

認調査を全市町村にしなさいというような事案があったかと思うんですけど、そういうので対応

は、由布市はどのようにされていますか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  子育て支援課長。 

○子育て支援課長（庄  忠義君）  お答えいたします。 

 ことしの事件を受けまして、国、県からの通知を受けての実施をしたものが３つほどございま

す。 

 １つは、保育所、また認定こども園、それから地域子育て支援拠点などに、虐待が疑われる

ケースは、早期に対応するように要請をすることと、関係機関との連携を、強化を促すというよ

うな通知をしたところです。 

 もう２つが、虐待を受けている可能性のある子どもの安全確認ということで、２月１４日時点

で共同管理台帳に登載されている子どもということで、由布市の場合は３３人対象者がございま

した。これについては、先月までに全て安全を確認済みでございます。 

 もう１つは、児童虐待が疑われる事案に係る緊急点検ということでの、保育所、それから認定

こども園に対して、２月１４日現在で、２月１日以降一度も登園をしていない児童を対象に、安

全確認ということで、これについてはもう全て安全は確認済みでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  大分県内では対象児童の１９人のうち７人が確認できていない
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ということがありましたので、由布市はそれはないと受けとめておきます。 

 次に、１０歳の児童がＳＯＳをたくさん発しているにもかかわらず、対応がなされていなくて

悲しいことになったのですが、そこには親のいろんなことがありまして、大変に悲しいことなん

ですけれども、一番の原因といいますか、全てが重複しての結果だと思うんですけれども、特に

教育委員会が、やっぱりアンケートをコピーしたものを渡したというのが、私は一番心に痛んだ

んですが、これは他県の問題ではなくて、どこでもあり得ることだと私は思うんです。あるかも

しれない事案だと思うんです。 

 そういうことを受けて、由布市内でそういう、職員間で緊急的に会議したとか、そういうこと

はないんですか、教育長。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育長。 

○教育長（加藤 淳一君）  お答えいたします。 

 今回の事件では、本当、学校や教育委員会の対応の本当不適切なことが最悪の結果につながっ

たということで、私どもも重く受けとめまして、教育委員会の中でも他から要望があったときに、

いろんな情報を、公開していくべきものとそうしてはならないもの、あるいはこういう虐待事案

について現状どのような扱いをしているのか、各課との連携等も含めて、よそ事ではないという

ことで、再度緊急的な会議等も開いていただいて、こういう結果にならないようにより連携を密

にしていくということ、いま一度確認をしたところでございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  これが教育委員会だけではなくて、なぜこういうことを聞きた

いかといいますと、多分昨年だったと思いますが、由布市も離婚されて大分市のほうに転居され

た方の教えてはならない住所を教えていて、裁判か何かなって、賠償金払ったという報告が、全

協のときに聞いた記憶があるんですけれども、プライバシーのことなので中身は聞かなかったん

ですけど、こういうことはたまたま虐待につながっている、命にかかわることなんですけど、や

っぱり出してはいけない、出していいものと、開示していいものと、出してはいけないもの、や

っぱりここでまた再度再認識をするべきではないかなと私が感じたもんですから、今回、このニ

ュースを見て、由布市も確か去年そういう事案があったなというふうに、覚えてないですか、全

協で報告いただいたことがあるんですけれども、覚えてないですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育次長。 

○教育次長兼教育総務課長（八川 英治君）  教育次長です。お答えいたします。 

 その件につきましては、区域外就学ということで、保護者の関係で、だれが責任があるかとい

うことでの裁判でございました。その住所を教えるとかそういうことではなかったです。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 
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○議員（１２番 渕野けさ子君）  それならいいんですけれども、そのときに「えっ」と私、思っ

たのがずっと心の中にあったもんですから、やっぱり人ごとではなくて、こういうことは再度や

っぱりしっかり情報開示に関しては気をつけていただきたいなという思いで言わせていただきま

した。 

 どこに相談したらいいのかというのがなかなかわかりにくいんですけども、合同新聞にやっぱ

りお世話をされているチャイルドラインおおいたの平井代表さんが出ていましたけども、電話番

号が長いのでなかなか覚えにくいです。ですから、今、全国共通の、全国児相につながる共通ダ

イヤルというのがあります。「イチハヤク」１８９なんですけども、そのイチハヤクというのが

共通ダイヤルになっていまして、これを覚えていただいていたほうがいいのかなと思います。 

 児童虐待防止推進月間というのが厚生労働省の中でも進められておりまして、毎年１１月に月

間があります。その中で、私は毎月その児童虐待防止に関する街頭演説をさせていただいている

んですが、この１８９、イチハヤクの全国ダイヤルが使えます。それが今年度から無料になるん

です。ですから、そういうこともやっぱり周知していただければというふうに思います。 

 このオレンジリボンだとかピンクリボンだとか、結構リボンの色に変えて、その推進月間があ

るんですけども、何でオレンジ月間なのかというと、２００４年に栃木県の小山市というところ

で３歳、４歳の兄弟が父親の友人に虐待を受けていて、コンビニの店長がそれを、顔とかあざと

か見ておかしいと思って警察に通報したんですけども、それから適切な各機関の連携がとれなく

て、結局そのままになっていて、あのときガソリンスタンドで、またそこで、もうぼこぼこに虐

待を受けて、その後にこの兄弟２人が橋から投げ捨てられたという、一遍に２人の子どもが亡く

なったという、そういう虐待のことがありました。それで、栃木県の小山市のＮＰＯの団体が、

もう二度とこういう悲惨な虐待を起こしてはいけない、そして、早期発見、早期通報、それから

いろんな虐待防止法の法律ができたりしました。今も国会で民法の改正もなされております。親

の介入権、親のしつけということで暴力がどこまで許されるのかという等のことも、今、議論を

国会でされているところです。 

 そういうところで、私たち普通の者に関しては、虐待とか考えられない事案なんですけども、

教育長が先ほど言われたように、その背景にはいろんな困窮だとか、孤立だとか、もうさまざま

な原因があるかと思います。だから、由布市はそういうことの起きないように、いろんなところ

で関係機関が連携をとり合いながら、綿密な連携をとっていただいたいと、これからもよろしく

お願いしておきます。 

 虐待の件はこれで終わります。 

 次に、消費税、地方消費税率１０％引き上げの影響を緩和する事業についてでございます。 

 幼児教育無償化のことなんですが、３１年度については国が全額負担と。１０月からですので、
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消費税が上がっても、３１年度に関しては、税収が少ないということで多分国がそういうふうに

見てくれたんだと思います。先ほど市長が、全世帯型の対応ということであったんですが、

３２年度から、国が２分の１、県が４分の１、市が４分の１だと思います。その４分の１を、地

方消費税交付金で賄いなさいというような取り決めなんでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  副市長。 

○副市長（太田 尚人君）  子育て関係の財源でございますけれども、今年度の１０月以降も、地

方負担で４分の１は臨時交付金ということで、全額国庫で負担するといったようなことを言って

おります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  昨年度は地方消費税交付金が社会保障財源化という形で予算化

されていたんですけれども、今年度はこうあっても、次年度の新年度は全部無償化に行くのか、

ほかの社会保障には分配されないのか、ちょっとそこのところをお聞きしたいんですけど、わか

らないですか、まだ。 

○議長（佐藤 郁夫君）  副市長。 

○副市長（太田 尚人君）  子育て以外の予算の分野にどういうふうな財源配分を次年度以降やっ

ていくかというふうなことについて、詳しくは承知いたしておりません。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  多分、これ、今国会で、今、参議院でしていますので、決まる

のではないかと思いますが、昨年まではただ社会福祉のくくりであったんですから、子育てだけ

になるのか、それとも全体的に地方交付税の交付金を使いなさいというふうに来るのか、ちょっ

とそこのところ知りたかったんですけれども、わかりました。 

 次に、軽減税率の実施についてはよくわかりました。軽減税率の進め方なんですけども、各商

店とか小売店段階の支援、流通段階の支援というふうにあると思うんですけども、レジの本体を

買うときには、それとか券売機ですか、買うときには補助がありますよというような補助率も出

ているんですけれども、この準備というか、軽減税率に向けての商工会あるいは個人商店などの

説明というか、そういう徹底はされているのでしょうか。ちょっとお聞きしたいんですが。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  商工観光課長です。お答えいたします。 

 キャッシュレスの消費者還元事業についての制度詳細につきましては、国のほうから県を通じ

て、１月、２月ぐらいに来た段階でございまして、事業者の説明とか制度の周知、それから広報

等については、今後、間に合うような形で進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 
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○議員（１２番 渕野けさ子君）  今、課長がちょっとキャッシュレスのことをお答えしたんです

けども、消費税率引き上げに伴う対応の予算、税制措置という中で、いろんな種類のものがある

んですけれども、その種類の措置の種類がある中で、例えば、今、課長が答えていただきました

キャッシュレス決済のことは対応すると、準備をするということですが、このことについての問

い合わせ等はないんですか。１０月からなので、何月に何をしてという、そういう計画があると

思うんですけども、そういうものが周知はまだされていない段階で、慌てている段階でしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  お答えいたします。 

 制度の詳細については、まだ事業者さんのほうには詳細にわたっての御説明はできておりませ

ん。今後、機会あるごとに御説明申し上げながら進めていきたいと思います。現在のところ、問

い合わせ等は一切ございません。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  これは軽減税率と、またキャッシュレスと、とても商売なさる

方に対しては、非常に興味があるというか大変なことだと思いますので、３月ですから４月以降、

１０月から事業実施されますので、計画的にそこは、困らないようにすすめていただきたいとい

うふうに思います。 

 それはそれでいいです。とてもややこしいことなので、丁寧に説明をしていただきたい。その

ときになって慌てないように、丁寧に説明をしていただきたいというふうに思います。 

 次に、プレミアム商品券なんですけども、低所得者、子育て支援、ゼロ歳児から２歳までの世

帯ですが、大体何名ぐらい、由布市にはその対象者がいるんでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  福祉事務所長。 

○福祉事務所長兼福祉課長（栗嶋 忠英君）  福祉事務所長です。お答えいたします。 

 今、福祉課が把握しています人数は、低所得者対象分で１万１,０６４人と、子育て世帯対象

者分が８１０でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  ありがとうございます。子育て世帯なんですけども、これもま

たややこしくて、２万円のプレミアム商品券を買ったら２万５,０００円という形で、それを分

割で買えるというふうにお聞きしております。これも説明をやっぱりきちんとしてほしいなと思

うんですけれども、プレミアム商品券なので、何で福祉対策が対応するのかなとちょっと不思議

に思ったんですけども、県下の他市では福祉対策がしているところ、ありますか。私は商工かな

と思ったんですけど。 
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○議長（佐藤 郁夫君）  福祉事務所長。 

○福祉事務所長兼福祉課長（栗嶋 忠英君）  お答えいたします。 

 県下の中では豊後高田市とうちのみと聞いております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  もう少し丁寧に考えてほしかったなと私は思うんですが、でも

決まっていることですし、福祉対策のほう、これ、５００円券、小刻みに出して、しかも分割で

すから、例えばゼロ歳児から２歳児の子どもが、１人につきですから、もし２人で、しかも親が

低所得者であれば、もっと金額買えるわけですよね。ですから、そういうこともいろんな複雑と

いうかわからないところがたくさんあるかと思いますので、しっかり説明をしていただきたいと

思います。 

 それはそれでいいんですが、一般者向けのプレミアム商品券は、現状どおり、今までどおりの

量といいますか形で発行されるのかどうか、お聞きします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  商工観光課長です。お答えいたします。 

 今年度、平成３０年度につきましては、プレミア分の１,０００万円でございますけれども、

平成３１年度につきましては、半額の５００万円ということで、一応予算計上のほうお願いして

おります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  意外とこの子ども向け、子どもと低所得者向けは、国が全額し

てくださるので、それはそれでいいんですけれども、一般の方から、やっぱり年金生活、年金で

低所得者に入らない人たちの声としては、やっぱり商品券をもう発行していただきたいという声

が、結構聞こえるんですけども。 

 ということは、今までの半分ということなんですが、通常どおり、まだ様子を見て考えられる

ということはありませんか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  お答えいたします。 

 本来であれば、継続的にやるべき、消費喚起という部分ではあるんですけども、財政的な部分

もございまして、今年度、本当はもうゼロベースでは考えていたんですけど、やはり今御指摘の

とおり、消費喚起の部分で、利用者の方がかなり多いということで、やはり半分でも今年度実施

しようということで、計画をしております。 

 以上です。 
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○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  このプレミアム商品券は、恐らく商工会にまたお願いすると思

いますが、子どもの、国からのプレミアム商品券も、これも商工会に委託されるんですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  福祉事務所長。 

○福祉事務所長兼福祉課長（栗嶋 忠英君）  お答えいたします。 

 子育ての分も一緒に合わせてやる予定になっております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  消費税を上げるということは、痛税感がすごくありますので、

その緩和のために、国がもういろんな施策を政策として打ち出しております。しかしながら、そ

れを受けるのは地方自治体で、大変人の手も要りますし、手間もかかりますし、初めてのことは、

やはり説明がとてもこれに時間がかかるのではないか。その前に職員が担当課がそれを熟知する

ことが大事ではないかなというふうに思っております。どうか１０月１日からの消費税実施され

るわけですので、それまでにキャッシュレスの問題だとか、軽減税率のレジの補助の問題だとか、

細かいこともたくさんあろうかと思いますので、商工会の皆さんから、生活者の皆さんが困るこ

とのないように、ぜひ丁寧に説明をしていただきたいというふうにお願いをしておきます。 

 これはこれで終わります。 

 次に、風疹、それから高齢者肺炎球菌ワクチンのことについてお伺いさせていただきます。 

 ちょうど２月２８日に県が発表をしてくれました。抗体の検査を無料でしてくれる。というこ

とは、もう今月１日からしてくださっているということであります。ですので、これは、最初風

疹と聞いたときに、都会のほうではやっていたので、まあ大分は地方なので、そんなにどうかな

と思っていたんですけど、ぼちぼち大分県のほうでも風疹がはやり始めましたので、やっぱりこ

れはどこどこは関係なく、こういうことはきちんとすることが必要だなというふうにつくづく思

いました。中央の問題じゃないなというふうに思いました。 

 無料になるのは、妊娠を望む女性と、その同居者、それから風疹ウイルスへの免疫が十分でな

いと診断された妊婦の配偶者の方たちですね。そういう方たちが抗体検査が無料になるというこ

とで、もし抗体結果、予防注射を受けないといけないようになると、それは市が任意事業として

助成している１回５,０００円の助成があるということで、そして３９歳から５６歳までの人は

無料ということなんですね。抗体だけが無料なんですけど、やっぱり予防接種は自分で各病院に

行って５,０００円の補助であれするんですかね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  健康増進課長。 

○健康増進課長（馬見塚美由紀君）  健康増進課長です。お答えいたします。 

 先ほど今おっしゃられましたように、大分県が独自に３月１日から抗体検査の部分を無料で実
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施しております。それとは別に、国の部分で風疹の追加対策事業として事業が始まるということ

でございまして、対象者が若干違っております。県の部分の抗体検査は無料なんですけども、そ

の方々が陰性の場合には、全員ではないんですけども、ある対象者につきましては、市の助成事

業が使えるということでございます。 

 追加対策の風疹の部分につきましては、抗体検査は無料、そしてその方々が抗体価が少ないと

いう方々に対しては、無料で予防接種も受けられるという制度となっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  とてもややこしいですよね。で、県が対象する部分は、抗体検

査だけは無料で、予防接種は補助がありますので、もう自己負担でしてくださいと。そして、今

回の３９歳から５６歳の男性の方々には、抗体から陰性の場合は予防接種も無料にするというこ

とですね。 

 これってわかりにくいので、本当に私もちょっとお聞きしたときに、わかりにくいなと思った

ので、やっぱり必要だなというふうに思いました。で、３年間にかけてするというふうに聞きま

した。３９歳から４５歳までが第１年目、そして２年目から４６歳から５６歳までの男性なんで

すけども、できれば私は、こういうことは早く一度にしたほうがいいなと思ったんですけども、

ワクチンの量とかいろんな関係で、こういうふうに分けている、早急にしないといけない人、待

っていい人というふうに分けているというふうに思うんですが、市町村に希望すれば受診券を発

行していただけるということなんですけど、そういう希望していいのか悪いのか、その対象の

４６歳から５６歳までの方がよくわからないと思うんですね。そのことも含めて、やっぱり啓発

が必要ではないかなと思うのが１つと。 

 それとあと、市町村でする場合、医療機関でする場合、それから特定健診の機会を活用し

て──血液で調べるから特定健診でもできるわけですから、特定健診で活用してする場合。それ

から企業に勤めている方に対しては、事業所の健診等でその機会を活用するという場合があるん

ですけども、先日、課長ともお話しさせていただいたんですが、全国統一の集合契約に参加すれ

ば市区町村の個別契約は不要というふうに──今調整中とお聞きしたんですけども、その情報が

今入っていれば、こうなりそうだとか、入っていれば、ちょっと教えていただきたいと思います。 

○議長（佐藤 郁夫君）  健康増進課長。 

○健康増進課長（馬見塚美由紀君）  お答えいたします。 

 新しい情報はまだ入ってはございませんけども、一応県のほうの情報としましては、県のほう

が集合、県内の相互乗り入れの取りまとめを行わないということで、全市町村集合契約の方向で

進んでほしいということを言われております。まだしかし、決定はしていない状況でありまして、
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県と連携をとりながら対応を進めております。 

 集合契約となりますと、市が県に委任しまして、県知事が全国知事会に委任して、全国知事会

と日本医師会が契約を締結するという状況になります。費用請求支払いについては国保連合会、

国保中央会が代行するようになるというふうに聞いております。そうなりますと、風疹の抗体検

査や予防接種が全国どこでも受けられるという状況になると考えられます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  できれば私もそういうふうになったほうがいいのかなというふ

うに思っておりますので、そういうふうになるように、また願っていきたいと思っております。

ありがとうございます。 

 次に、高齢者肺炎球菌ワクチンのことなんですけど、やっぱり私と同じような考えの方が結構

多くて、一生に一度の予防注射なので、６５歳じゃ若い──自分は長生きすると思っているんで

しょう。私もそうなんですけど、７５ぐらいでちょうどいいんじゃないかなというふうに思って

いたんですけど、その考えは、もうあと５年しかないのでやめておいて、やっぱり早く自分の近

い年齢に来たときに受けるべきだなというふうに私は思います。 

 そういうことなので、あと５０％の方が受けておりませんので、そこのところを抽出する方々

がちょっとお手間かかるかもしれませんけども、これがもう最後の予防接種ですよという、そう

いうインパクトのある通知を出していただきたいなというふうに思います。そういうことがあっ

たおかげで、皆さんがちょっとまだしていない人が、ああしなきゃいけないというふうに、５年

間の間にしなきゃいけないというふうに、今結構その声をお聞きしますので、していただきたい

と思います。非常に由布市は、結構５０％以上の方が受けてくださっております。他市町村では

三十何％とか４０％とか、結構調べると、さすが由布市は頑張っているなというふうに自負して

おります。ですので、あと約５０％の方々が残っているわけですけども、せめて７５％から

８０％の方は受けていただけるとありがたいというふうに思いますが、何か目標かなんか定めて

そこは頑張っていただきたいんですけども、課長どうでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  健康増進課長。 

○健康増進課長（馬見塚美由紀君）  目標等は、ちょっと今のところまだ設定はしておりませんが、

これも一生に１回の定期接種と、この機会を逃すとやっぱりないということを皆様方に周知をし

て、接種率の向上に努めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  渕野けさ子さん。 

○議員（１２番 渕野けさ子君）  よろしくお願いいたします。 
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 健康増進課、福祉課もそうなんですが、どこの課もそうなんですけども、今、ゆふネットとい

うのがあるんですが、挾間では未来館、１００人以上来てましたか、未来館でしたとき。それか

ら由布川コミュニティセンターでも、してくださいました。 

 今、そうして各自治体にお声がかかれば、どんどん出ていって、説明をしてくださるという形

でお聞きしたんですけども、非常によく頑張っていただいていることがよくわかりました。 

 その要支援の方は、全員登録してくださいというふうに、後藤先生もおっしゃっておりました。

包括ケアシステムの医療と介護のことに関しては、ずっと定期的に言ってきましたけども、今回

は一般質問ではないんですが、非常に進んでいただいているなということを感じてますので、今

年度もどうかよろしくお願いしておきたいと思います。 

 あとわずかとなりました。由布市の総合計画については、よくわかりました。地域創生の計画

の分と、重複する分の特徴、重複する分を整理してということですね。 

 先日この実施計画の案をいただきましたので、このことにつきましては、またその都度質問が

ありましたら、課長のところにお伺いしたいというふうに思っております。 

 以上で、今回の質問は終わりたいと思います。 

 最後に、今年度をもって退職される課長さんの方々、大変長い間、お世話になりました。また

退職されても、由布市民となる方も、ここで再任で働いていただく方もいらっしゃるわけですけ

ども、どうか御健康に御留意しながら、何があるかわかりませんので、健康だけは気をつけて、

御自愛いただいて、また由布市発展のために御尽力いただければありがたいと思います。 

 本当にいろいろ質問したりして、大変御協力いただいたことに心から感謝申し上げまして、私

の一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（佐藤 郁夫君）  以上で、１２番、渕野けさ子さんの一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 郁夫君）  ここで暫時休憩します。再開は１１時１０分とします。 

午前10時59分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時10分再開 

○議長（佐藤 郁夫君）  再開します。 

 次に、９番、加藤幸雄君の質問を許します。加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  皆さんおはようございます。９番、ふるさと納税推進派の加藤幸

雄でございます。議長の許可をいただきましたので、通告に基づき一般質問をさせていただきま

す。 

 ことしも県内一周駅伝がありましたけども、すごく感動をいただきました。初日から３位の好
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スタートというすばらしい成績で、特に麻生選手と山夲選手のたすき渡しが印象的でございまし

た。 

 最も感動したのは、３日目の湯布院に入るときです。いつものように、私たちは日野病院の上

で、聖愛保育園の園児と応援をさせていただきました。 

 広報車が、由布市は２位を走っていますと言われて、３分ぐらいした後に１位の選手が来まし

た。大分市の選手と思っていましたけども、杵築の選手でした。その１分後に由布市の日野選手

が力強い走りで通り過ぎました。 

 それから２分後に、大分市の選手がやってきました。あの強い大分市よりも先に行くという離

れわざをやってくれた選手には大変感動いたしました。 

 メールを送った友達からは、やっぱりすごいね、頑張っているねの言葉が返ってきました。 

 反省会では、溝口、甲斐田監督が、うれしい顔でＣ部優勝、Ｂ部昇格、区間賞３区を獲得した

と、成績報告をしてくれました。 

 応援団の中では、一番喜んでいたと思うのが、湯布院駐屯地の牛島指令ではなかったかなとい

うふうに思っています。多くの選手に囲まれながら、一杯やっている姿が、喜びをあらわしてい

たような感じがいたします。 

 選手の方々は、もう練習を始めています。また来年が楽しみになってきております。 

 それでは、一般質問に入ります。 

 最初に身の丈について。１月に亡くなられた野上議員が、身の丈については、随分気にしてお

りましたので、最初に取り上げさせていただくようにいたしました。 

 身の丈について、ちょっと調べてみましたら、広辞苑、国語の辞典なんか見ると、背丈、身長

というのがありましたけど、多分市長がお考えになっているのは、無理をせず、力相応に対処す

ることということなんですけど、市長、こういう形でいいんですか。いいですね。わかりました。

ありがとうございます。 

 それでは、身の丈についてですが、市役所の職員で、身の丈以上の仕事をされている職員とい

うのは、どのぐらいおられるのでしょうか。またそれは、どのような判断で把握しているのでし

ょうか。 

 由布市内の民間企業の方と比べてどうなのでしょうか。年収とか仕事内容とかによって随分違

うかと思いますけれども、その辺のところを考慮してお願いします。 

 国家公務員の方と比べてどうでしょうか。今、いろいろ国家公務員の方も記録問題で問題を博

していますけれども、その辺でどうなのかなと思います。 

 それと、今行っている新たな財源検討委員会の担当者はどういう形になるのか、どのレベルな

のかなということをお聞きします。 



- 67 - 

 その中で、新たな財源ができたのかどうか。新財源の金額は幾らぐらいを想定しているのか。

またこの前、これは第一弾だというふうなお話だったんで、第二弾は何を考えているのか。その

辺のところを含めてお聞きしたいと思います。 

 それから、ふるさと納税も、どこかの自治体では３６０億円を集めたという話もありましたけ

ども、由布市の担当者はどうなのか。その辺をお聞きしたいと思っております。 

 大きな２番目としまして、ことしの１０月から開始されるであろうと思われます幼児教育、保

育の無償化についてでございます。 

 幼稚園・保育園の園児は、平等な扱いになるのかどうか、この辺についてお聞きします。 

 小さく２番目としまして、給食費をどうするのか。自治体で持つというところもあるみたいで

すし、その辺のところの由布市の考えはどうなのか。 

 一番困るのは、春の大型連休なんですけども、この辺の対応は、幼稚園・保育園をどのような

対応をするのかをお聞きします。 

 いつも思うのですけども、同じ生徒さんがあるのに、子育て支援と学校教育課と別々に動いて

いる形がありますので、児童館や児童クラブのあり方も含めて、一緒にしたらどうかなと思うん

ですが、お考えをお聞きしたいと思います。 

 大きな３番目としまして、観光についてでございます。 

 由布院駅前の交通事情は、どの程度把握していますか。高齢者や障がい者の方、通学の方が、

駅に横づけにできないような状況になっておりますけども、これは迷惑をかけているというふう

に思わないのかどうか、その辺のところをお聞きしたいなと。 

 それから、地域住民の日常生活や営業が行っておりますけれども、支障を来していないのかど

うか、その辺のことをお聞きいたします。 

 それから、今、レンタカーが大変多くなってるということは、皆さんおわかりだと思うんです

けれども、この対応をどうするのかお聞きします。 

 あわせて、観光客がふえておりますので、公衆トイレが多分足りないんじゃないかなと思うん

ですけども、その辺の対応をどう考えているのか。 

 それから、前からもお願いしておりますけれども、大型バスやほかの乗用車の駐車場の整備は、

どのくらい進んでいるのでしょうか。 

 あわせて、湯布院の国民宿舎跡地の利用計画は、どのようになっているのか、お聞きします。 

 小さな５番目としまして、キャリーバッグの対応をどう考えているのかをお聞きします。 

 歩道の狭いところがあるのは、皆さん御承知のとおりかと思いますけれども、歩道を引っ張っ

ていくんじゃなくて、車道を引っ張って回っているというのが今の現状でございます。 

 この対応をどのように考えているのか、特に参宮通り、由布院の駅から鳥居をくぐって、宇奈



- 68 - 

岐日女神社のほうに行く道なんですけども、歩道が狭いために、歩道が狭くて、木の根っこも張

り込んで、段差がかなりついております。 

 そのため、キャリーバッグを持った方は、車道を引っ張って回っている。車の支障を来してい

る状況にあるわけですけれども、これはどのようなお考えをお持ちなのか。 

 特に、ここは通学路になっておるものですから、下校時の児童には大型バスやキャリーバッグ

等で大変危険というふうに感じておりますけれども、その辺の考えはどんなふうに考えているの

か、お聞きしたいと思います。 

 それから、子どもたちの、これまた大変なことなんですけども、春の大型連休の対応はどうな

るのかなというふうに思っております。 

 明解な御答弁をいただきたいと思っております。 

 なお、再質問はこの席で行います。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  それでは、９番、加藤幸雄議員の御質問にお答えをいたします。 

 初めに、身の丈についての御質問ですけれども、身の丈という言葉の意味は、「力相応に対応、

対処すること、分相応」と辞書には書かれております。現在、由布市役所には３００名を超える

職員がおりますが、職員は、辞令により配属された各部署で、与えられた業務をそれぞれ精いっ

ぱい努めていると思っております。 

 お互いに協力しながら、全職員がチーム一丸となって業務に取り組んだ結果が、由布市役所と

して、身の丈に合った成果、実績につながっていると考えております。 

 予算編成に当たって私が申し上げました「身の丈に合った予算で、身の丈を超える成果」とは、

現在の由布市の財政状況を冷静に分析して理解した上で、予算内で最大限の成果を導き出すよう

な効率的な行財政運営を目指そうという目標でございます。決して職員に過度に無理をさせて、

過大な成果を求めるというものではございません。 

 今後とも、職員には、本人ができる精いっぱいの努力と、職場全体の協力体制を求めていきた

いと思っております。 

 市内企業や国家公務員との比較につきましては、業務内容の実態がそれぞれ違いますので、一

概に比較することはできないというふうに思っております。 

 次に、幼児教育・保育の無償化についての御質問でございますが、原則、無償化の対象となる

のは、幼稚園、保育所、認定こども園等を利用する３歳から５歳の全ての子どもと、３歳未満の

子どもがいる住民税非課税世帯となります。 

 給食費の取り扱いについてでございますけども、これまで幼稚園と保育所で異なっていた負担

方法を統一して、３歳から５歳児の食材料費につきましては、原則、保護者の実費負担とする方
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針となっております。 

 次に、大型連休中の保育の対応でございますが、市内の各保育所、認定こども園においては、

運営規程等に基づきまして、日曜・祝日は保育を提供しない日となっており、現時点では開園し

ない方向でございます。 

 しかし、先般、政府が国民生活に影響が出る事態を避けるための対処方針を示したことを受け

まして、県が６日に、事業者や行政職員を対象とした説明会を開催することになっており、その

内容を十分踏まえて対応を検討してまいりたいと考えております。 

 次に、組織のあり方についての御質問ですけども、子育て支援課と学校教育課は、幼児教育等

の分野において連携すべき部分はございますけども、それぞれの所管する業務は大きく異なるも

のがあり、現時点で統一する考えはございません。 

 次に、由布院駅前の交通事情の御質問でございますが、通勤・通学される方々や地域住民の皆

様の御理解、御協力により、日常においては円滑な交通環境であると考えております。 

 また、年末年始や春節など観光車両や来訪者の増加に起因する交通障害も今のところ報告がご

ざいません。引き続き、交通状況の把握に努めてまいりたいと考えております。 

 レンタカーの対応についてでございますけども、市、行政として特段の対応をいたしてはおり

ません。 

 公衆トイレにつきましては、議員御承知のとおり、平成２９年に金鱗湖そばの公民館のトイレ

を改修いたしました。さらに湯の坪街道そばに新たに公衆トイレを整備したところであり、必要

な箇所については今後も設置を検討してまいりたいというふうに考えております。 

 大型バスの課題についてですが、特に混乱する地元自治区関係者と大型バス交通緩和対策会議

を組織しております。平成３０年１月から会議を行い課題の整理ができましたので、３１年度に

おいて、その対応について対処してまいりたいと考えているところでございます。 

 キャリーバッグの対応につきましては、由布院駅そばのツーリストインフォメーションセン

ターにあるチッキにおいて、手ぶらのまち歩き散策等の促進を図っているところでございます。

預かり事業を行っております。 

 次に、春の大型連休の対応につきましては、湯布院振興局、商工観光課、まちづくり観光局、

そして、観光関係者の皆さんと協議を行い対応してまいりたいと考えているところでございます。 

 以上で、私からの答弁は終わります。他の御質問は、教育長より答弁をいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育長。 

○教育長（加藤 淳一君）  教育長でございます。９番、加藤幸雄議員の御質問にお答えいたしま

す。 

 幼児教育の無償化についてでございますが、幼稚園の授業料については、関係法令が施行され
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れば、１０月から無償化となります。 

 次に、給食費については、無償化の対象となっていないようでございますので、これまでどお

りの取り扱いと考えております。 

 次に、予定されている大型連休の対応でございますが、この期間が土曜日及び日曜日や国民の

祝日に関する法律に規定する日となりますので、休業日となるものと考えております。 

 次に、子育て支援課との関係についてでございますが、教育委員会といたしましては、これま

でも必要に応じて協議を行い連携して取り組んでおり、現段階では特に支障はないと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  どうもありがとうございました。身の丈の件ですけども、市内の

民間企業とか国家公務員というのは内容が違うんで、たしか難しいのかなという気はしていまし

たけど、やはり難しいんですね、これはね。 

 今行っている新たな財源検討委員会の担当者というのは、何かあんまりいい結果はというか、

まだ結果を出す時期じゃないのかしれないんですけども、内容から見ると、もう少し進歩してい

てもよかったんじゃないかなという感じがするんですけど、この辺はいかがでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えをいたします。 

 検討委員会については、今、誠意検討を重ねていただいております。具体的な案まで、まだ行

き着いておりませんけども、職員はその中でいろんな資料等の提供しながら関係する皆さんの御

意見を伺って、その結果に基づいてまた検討するという段階でございます。 

 また、引き続き、その他の新しい財源の方策についても、いろんな形で御検討いただくように

しているところでございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  ありがとうございました。ただ、この委員会、私２回ほど傍聴さ

せていただいたんですけども、どう見ても何か入湯税ありきというようなニュアンスがあったん

ですけど、副市長どうですかね、入湯税のことはどのぐらい考えたんですかね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  副市長。 

○副市長（太田 尚人君）  財源検討委員会の検討条件についてですけども、あくまでも第一義的

に観光事業について検討していこうというふうなことで、今観光事業について大分検討いたして

おります。 

 この観光事業の検討が終えたところで、また来年度以降社会保障費の増大、公共施設の老朽化
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対策等との山積した課題に対応できる財源についても、あらゆる御検討をしていこうというふう

なことで考えております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  この入湯税ありきという形の分が、私たち旅館組合の中では、こ

れだけしかないのちゅうような形の話の中で、やはり組合としても仮に１００円値上げするにし

ても、お客さんに対していただくわけですから、やはりこの説明が大変難しいなと。やはり

１００円分だけどうしてもサービスをよくしないとお客さんは納得しないだろうなということも

あるんで、その辺のところはどうなのかな。 

 その分、仮に値上げしたときに、旅館組合で使えるお金がこんぐらい出ますよとかいうことで

あれば、組合としても賛成せざるを得ないのかなと。ほかのところに使われて組合のほうに何も

使えないとなると、組合の事業というのが成り立たなくなるんで、その辺のところをどこまで考

えているのか。答えになるところまでいかないかもしれないですけど、流れのところだけでも。 

○議長（佐藤 郁夫君）  副市長。 

○副市長（太田 尚人君）  観光事業関係の財源についての使途については、前回の検討委員会の

中で観光資源のほう、また観光客の快適性の確保、観光客の安全・安心の確保等々８項目の項目

について、各委員さんから検討いただいたところであります。 

 その中で、前回出席の委員さんの中からは、観光資源の保護を大重点に考えてほしいという話

とか、また観光客の快適性の確保等々で、湯布院また塚原ですかね、塚原のところの観光客もず

っとふえているというふうなことで、案内所の人員確保というか、そういったところに回せるよ

うな財源も必要じゃないかといった話が出たところであります。 

 いずれにしても、まだ５回終わって、年度内に全体のこの６回の中間報告等々の取りまとめが

できればなというふうに思っております。議論の順番として、財源を一つずつ要旨に合うような

導入可能性のある財源をいろいろ検討していこうというふうな中で、使用料、手数料、協力金

等々から始まりまして、最後に４回目のときに出てきたのが、入湯税、宿泊税、太宰府の歴史と

文化の環境税ということで、これ駐車場の関係の税、料なんですけども、こういったものから。

あと協力金等の関係もトイレに関するトイレの有料化等の話も出てきております。 

 そういった中で、どの財源が一番導入可能性があるのかなというような話を現在しているとこ

ろであります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  入湯税に関しては、組合のほうとしてもそういう考えを持ってい

るということと。もともとこの入湯税というのは目的税ですから、温泉の保護とか泉源の保護と

か、その辺の環境整備ということが市の目的になっていると思うんですね。 
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 泉源の保護に関して、もし調べていなければあれなんですけど、地震があったときに泉源の掘

り直しという方が結構いたんですよ。こういうときに補助金を出すとか、そういうことをしてい

ただければ、本当に入湯税というのはこういうところで役立っているなという感じがするんです

けど、もしそういう資料があったらどうですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  使途については、慎重に検討する必要があると思っております。掘り直

しに対する補助とか、いろんなことが考えられるだろうと思いますけども、もう少し議員の皆さ

んの議論をいただいて、本当に実のある使い方をしなければならないというふうに思っておりま

す。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  この入湯税、泉源に関してしますと、由布院の場合は特別な泉源

だと思うんですよ。どこを掘っても温泉が出るような形になっているんで、全部を把握するには

大変だろうと思うし、ここが悪い、ここが悪いと言ったら、みんな手を挙げたら多分こんなもん

じゃ足りなくなってしまうだろうなという部分で、あんまり動きがなかったのかなと思うんです

けども。 

 本来の目的からいくと、そういうところにある程度の補助金を出すというのが本来の目的であ

るんで、もし入湯税に関するそういうことがあれば、こういうところも考慮しながらやっていた

だければいいなというふうに思っております。 

 それから、新たな財源ですけども、やはり目標額ちゅうのが前の質問でも言いましたけど、や

はり交付税がどんどん減って、１億円減ります、２億円減りますという話ありますよね。だから、

その中で、じゃ、今年度は１億円減るんだから、じゃ１億円をどうかしようとかいうのが新たな

財源委員会のやり方かと思うんですけども、その辺のところの目標額というのはある程度決まっ

たんですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  副市長。 

○副市長（太田 尚人君）  今、議員御質問の目標額ですけども、額については、まだ検討会の中

では検討はされておりません。ただ、前回、前々回の議論の中で、財源を考える場合に宿泊税、

入湯税、太宰府の歴史環境税、歴史と文化の環境税等を調べた限りでは、そこの別府市の場合は

入湯税というふうなことでしたけども、大体１億５,０００万円というふうなことで、別府市は

３１年度導入見込みというふうなことでございますし、京都の場合は宿泊税があれだけの規模で

すので、３０年度予算で１９億円というふうな話でございます。 

 太宰府の場合は８,７００万円というふうなことですけども、これを由布市の人口規模とか財

政規模とか観光客等々に照らした場合、どれぐらいになるかというふうなシミュレーションも
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前々回のときにさせていただいております。 

 入湯税について言えば、別府方式でやった場合に、大体１億７,０００万円とかいうふうな税

額見込みというのがあるんですけども、由布市におしなべてやった場合に、やはりそういった額

が別府市はまた金額も５００円まで上げたりとかいうふうなこともあるので、由布市で考えた場

合、６,０００万円から七、八千万円とかいうところの財源が可能性があるのかなというふうに

考えていますし、宿泊税にしても、東京、大阪、金沢、京都というのが先行してやっているんで

すけども、こういったところに関しても、やはり由布市の規模からいけば、もう５,０００万円

から七、八千万円、１億円の範囲内というふうなことも、財源の可能性があるのかなというふう

なことがあります。 

 ですから、別府市が入湯税を先に引き上げして、それで由布市がいろんな財源を検討する中で、

財源の候補として考えていく中でやっていった場合に、別府市の引き上げ規模等を参考にしなが

ら考えていかないといけないのかなと思っているところでございます。 

 今の段階で具体的に幾らというふうなことではございません。シミュレーションの中でそうい

ったシミュレーションをされているということで。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  考え方が、やはり市長の予算編成方針の資料がありますけども、

段階的な縮減措置で平成３３年までに約４億２,０００万円の減額が見込まれるとありますよね。

３年間で４億２,０００万円ということは１年で１億４,０００万円です。だから、これだけのも

のがどうしても確保しなきゃいけないというのがやはり新たな財源探しの一つの方法だと思うん

ですよ。 

 やはり目的がなくて、何でもいい、とりあえずやれやれと言っても、じゃ、入湯税上げたとき

に８０万人のお客さんが来て、１００円上げても８,０００万円ですよ。あと６,０００万円足り

ません。じゃ、そこはどこから探すのかいうようなことも考えながら、やはり目標額はこれだけ

だというところからいくべきじゃないかなというのが、私たち財政やっていたときの考えなんで

すけどね。 

 だから、そういうことも含めながら、やっぱりここで何ぼ、ここで何ぼという形をつくるべき

じゃないかなと思うんですよ、どうですかね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えをします。 

 市が新たな財源として徴収することになりますと、もう本当に慎重に公平性にちゃんとした基

づいたものでやらなくてはならない。 

 ですから、基本的に、幾ら足らないからこれを市民から集めるというような考え方ではありま
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せん。こういう方法で、新たな財源を得る方法があるのか、その方策を検討した上で、その対策

をしていこうということで、幾ら足らないからこれを集めるという方法もあろうかと思いますけ

ども、行政はそういうことではなくて、幾らかでもそういった財源を確保しながら、それこそ身

の丈に合った行財政運営を行っていくというのが基本だというふうに思っております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  その辺が民間の企業と行政とのやり方の違いになるかなというふ

うに思いますけれども。どっちにしてもお金が必要なことはたしかでしょうし、やはり皆さん方

でいろんなことを研究しながら、協力しながらやっていただければ、由布市の財政も豊かになっ

て、将来の子どもたちが安心・安全に暮らせることになるのかなと思いますので、もう少し慎重

に、でも素早くやらないと、時間はどんどん過ぎていきますので、その辺のところを真剣に考え

ながら、市民の考えももらいながらやっていただければというふうに思っております。 

 それから、一番私が気にしているのがふるさと納税、どこかの自治体では３６０億円集めたと

いう話もありましたけども、由布市の場合は１億７,０００万円でよかったんですかね、総合政

策課長。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  総合政策課長です。ふるさと納税の収納額の御質問かと思いま

す。２月末時点で１億７,３００万円ほどの収益が上がっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  市長のお話にありましたけども、前年度よりも約２倍になったと、

やはりこういうのがよく頑張っているなというふうに私は感じるんですけど。 

 この身の丈の話になりますけども、やはりある目標にあって、それをクリアしたときに、普通

民間企業では御褒美というのがあるんですけどね。市長、市役所の職員がこれだけ達成したとき

に御褒美というのはあるんですか、ないんですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  基本的にはないと思っております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  基本的にはないちゅうことは、もしかすると少しはあるのかなと

いう解釈になりますけどね。「こんだけものをやりなさい」で、できたときには「よくやったね、

頑張ったね、じゃあボーナスでちょっと幾らか上げようか」とか「金一封を出そうか」とかいう

のが民間企業のやり方で、やはり市役所職員でも、やはり、やれやれやれ、これやれやれとやっ

て、そりゃあできた方はその満足感はあるかもしれませんけども、やはり何かの御褒美みたいな
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んがあると、うんと頑張ろうという気になるかと思うんですけど、そういう考えは持ちませんか、

市長。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えをします。 

 市役所の仕事というのは、いろんな分野がございます。目に見える分野、目に見えない分野、

それぞれの職場で職員が一生懸命頑張っているというふうに思います。ただ、目に見えた部分だ

けで何か御褒美を上げるとか、そういう考え方は公務員には適さないと思っております。ですか

ら、そういう御褒美を出してとか、ボーナスを上げるとかいう特定の部分だけ上げるという考え

方は持っておりません。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  市長、その考えちょっとおかしいと思うのがね、目に見えないと

ころというのをちゃんと見るのが市長の役目ですよ。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えします。 

 そうなると、全職員にボーナスを追加しなくてはならなくなります。そういう考え方でござい

ませんので、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  職員の方が一生懸命働けるように、楽しくできるようにやってい

ただきたいなというふうに思っております。 

 それから、総合政策課長のほうも、やっぱりちょっと謙遜して予算をつくっていたんじゃない

かなというのが、ふるさと納税の企業版を少し入れていましたよね、もう少しあそこもふえてく

るんじゃないかなと思うんですけど、総合政策課長、どうですかね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 先ほど来、御質問ありました新たな財源という中の１つの策として、３１年度、初めて企業版

ふるさと納税というものを歳入に計上いたしました。これにつきましては、まだ、今時点で見込

める金額という正確なものがございません。ふるさと納税の寄附金については、１単位当たりが

１０万円ということになっております。予算計上におきましては、歳入におきましては見込める

最低限の金額ということを基本にしておりますので、１０万円が２つの事業で上がっているとい

う状況にしております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 
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○議員（９番 加藤 幸雄君）  この部分は、もう少し努力すれば、かなりの財源になる可能性も

含めていますので、新たな財源の１つになるのかなというふうな気はしておりますので、積極的

に行っていただければというふうに思っております。 

 それでは、次の幼児教育・保育の無償化についてでございますけれども、市長のお話では、

３歳から５歳児の方ということになっておりますけれども、待機児童というのが発生するんじゃ

ないかという各自治体からの話があるんですけれども、こういうのは発生する可能性はないんで

すかね。「無償化だからみんな行こう、行こう」ちゅうたら、やっぱり、今のおじいさんやおば

あさんが保育所のかわりをやっている方もかなりいるかと思うんですけど、そういうことが発生

することはないですかね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  子育て支援課長。 

○子育て支援課長（庄  忠義君）  子育て支援課長です。お答えいたします。 

 一般的には、無償化が開始をされますと、保育ニーズ、教育ニーズが高まるということで、受

け皿の不足だとかいうところは想定をされるところでございます。 

 現在、ことしの４月１日の保育所の入所の申し込みに関しての選考といいますか、そういう作

業をしておりますけども、申し込み自体は、昨年度と比べて若干ふえているという状況でござい

ますが、一概には、その辺の部分は、今後の推移も見ながらということになろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  やはり、おじいさん、おばあさんの保育所というのが、やっぱり

一番いいのは一番いいんでしょうけど、全部が全部そうはいけないんで、できるだけ多くの方が

幼稚園、保育園に入れるようによろしくお願いいたします。 

 それから、給食費の無償化についてですけども、先日の報道の中では、豊後高田市は無償にし

ようということで、今度の議会に上げているという話がありましたけども、もし、大分市が無償

にするとなると園児が減ってくる可能性がある、そうすると保護者も全部大分市に移動してしま

うんじゃないかなという気がするんですけど、その辺のところは、もし大分市がやったときは、

市長、どうします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  他の市町村の状況を勘案しながら行政運営をやっていかなくてはならな

いと思っておりますけども、給食費につきましては、原則、やっぱり保護者が負担するのが原則

だというふうに考えております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  大分市がやるかやらんかわかりませんけども、やりそうな雰囲気
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があれば、由布市もどんどん進めていっていただきたいなというふうに思っています。 

 それから、大型連休なんですけども、今事業所のほうにお願いしているということだったんで

すけど、これ、幼稚園のほうはどうしますか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育長。 

○教育長（加藤 淳一君）  お答えいたします。 

 幼稚園については、先ほどもお答えいたしましたように、休日や祝日に関する法律の規定に沿

ってということで、特別その間、開園ということは考えておりません。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  この大型連休、本当大変困ったもんでですね、医療、介護、金融

機関やら学校関係は全部休みになってしまうと、もう全てがとまってしまうような状況になって、

観光客だけ来ればいいというようなつくり方なんですけども、今、国のほうも「これは大変なこ

とだな」ということで、いろんな機関に「この日は営業してくださいよ」という形を今進めてい

るみたいですけども、由布市としては、その行政のほうは、対応というのは何かあるんですかね、

連休間はここの窓口だけは開いているとか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  先ほども答弁いたしましたように、休日になっておりますので、そうい

う対応は今のところ考えておりません。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  市民の生活にですね困らないようなやり方をやっていただきたい

と思っております。 

 海外旅行に何人行くとかどういう話はありますけれども、やはり行けない人もおりますし、こ

の期間ずっと働かなきゃいけない保護者の方もおられるわけですよね。そのときに、子どもたち

はじゃあどこに行くのということになるんで、そのとき幼稚園に行っている人は「お休みだから

この間は保護者で見てください」と、それでいいんですかね、学校教育ちゅうのは、幼稚園教育

ちゅうのは。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育長。 

○教育長（加藤 淳一君）  お答えいたします。 

 新聞等でも、その間、誰が見るのか、仕事しているかれそれ、全部が休みではないというそう

いうことも把握しておりますが、ただ、今回こういう形での１０連休という形にはなりましたが、

これまでも大型連休ということで、１０ではなかったんですが、飛び石とかも含めまして、そう

いうこともこれまでもあったというふうに把握しております。 

 したがって、今回いろんな祝用というようなことも含めて、この間、いや、そうは言ってもと
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いうことで特別この幼稚園等を開園するということには、なかなかならないというふうに考えて

おりますので、一応、幼稚園としての部分は、開園しないというふうに考えております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  やはり、これからの由布市を担っていただく子どもたちですので、

やはり何らかの形で保護者の援助をするということを含めて、やはり開けられるもんなら開ける、

どなたかあずかってくれる方がおられれば、そこが一番いいんですけども、その辺のところをや

はりもうちょっと検討してあげないと、保護者の方が大変苦労されると思いますんで、その辺よ

ろしくお願いいたします。 

 それで、観光についてでございますけども、由布院駅前の交通事情なんですけども、今、一方

通行になっていますけど、私たちがいつもいる湯の坪街道は、これ、両面通行なっているんです

よ。あれだけお客さんが多いところで両面通行で、ここだけ一方通行というのは、何か意味があ

るのかどうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  交通体系につきましては、もう駅前自体が慢性的な交通渋滞で

ございました。渋滞する原因とすれば、車が後進するということでございます。それと停車、停

留。 

 今回、交通体系を変えた意味は、一方通行を変えて全てが前進で車が出てしまうということで

すので、滞留とか、後進とかいうことはございませんので、今の段階では交通渋滞もなく、ス

ムーズな交通環境が整備されたというふうに私どもは感じております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  １つは、バスの乗り入れを禁止しましたよね、やはりあれが一番

大きいのかなというふうに思っています。前は、駅前に大型バスが２台、３台つながると、もう

あそこで交通渋滞をずっと起こしていたんで、その辺の解消はできたのかなというふうに思って

おりますけども、ただ、駅前のところから田中市のほうに行くふうに行くと、全ての人がその

（テハイシ）の前で右に曲がって駅のほうに行っているんですけど、それから先、一応袋小路み

たいになっていて、あの辺に行く車も少ないし、人通りも少なくなっている、ただ、あの辺で営

業されている方もおられるんですけども、もしそういう方が、その営業が、営業ちゅうか収益が

下がっちゃったというときには、何か補填する考えはお持ちなんですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  お答えいたします。 

 交通体系の変更につきましては、私どもも丁寧な説明をしながら、地域住民の皆さんにも御理
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解と御協力を賜りながら、事業は進めてきております。当然、そういう御意見があれば、対応も

する部分がありますけど、今のところは苦情等もなく、スムーズな運行がされているというふう

に私どもは認識しております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  もし、地元の方から相談があれば、ちゃんと聞いていただきたい

なというふうに思っています。 

 それから、レンタカーの件ですけども、今、レンタカー、ものすごく多くなっているのが、観

光課長、御存じのとおりだと思うんですけど、もう半端じゃないですよね。で、マナーが余りよ

くないもんですから、橋の中央にとまって写真を撮ったり、急ブレーキをかけたり、交番のお巡

りさんも大変困っております。この対応について、何かお考えがあるんですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  お答えいたします。 

 道路交通法の関係につきましては、所管がもちろん警察のほうになりますので、停車できるの

か、そこで駐車できるのかとかいう判断は、私どものほうはちょっとできない部分がございます。

ただ、駐車場の部分は、もう民間レベルですけども、駅周辺でも１５０台程度の民間駐車場ござ

いますので、その辺は看板等もございますので、そういう誘導をしていく必要があろうと思いま

すけども、その辺がどこまでできるかちゅうのは、私どももそれ以上は対応がちょっと今のとこ

ろは考えておりません。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  タクシーの運転手さんなんかは、もう、わナンバーを見ると「ち

ょっと違うほうに行こうか」というふうな気がすると言っていますけども、違うほうに行くと、

また、わナンバーに会ってしまうというような状況にありますので、やはり、それこそ情報発信

基地からレンタカー会社のほうへ連絡して、湯布院に入ってきたときにはこういう道を通るとか、

こういうマナーを守ってくださいとかいうことは、市のほうとしても言えるのかなと思うんです

けど、その辺はどのくらいやっていますか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  お答えいたします。 

 まち歩きのマナーにつきましては、現在、リーフレットを作成しておりまして、そういう対応

は可能ということで私どもも事業を進めております。ただ、車に関しましては、今のところうち

のほうは対応のほうは考えておりません。 
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 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  住民が、やっぱりちょっと困っているところがあるんで、そのよ

うなところは整理して、レンタカー会社のほうに、「こういうマナーは守ってください」という

ことを、ちょっとお願いしたいなというふうに思っております。 

 それから、駐車場が、やはり整備していただかなきゃいけないんですけれども、進捗状況とい

うのは、やっぱり国民宿舎の跡はだめですかね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  湯布院振興局長。 

○湯布院振興局長兼地域振興課長（右田 英三君）  湯布院振興局長です。お答えいたします。 

 現在、旧国民宿舎の跡なんですが、自治委員、自治委員会等から要望等もあっていますし、平

成２４年３月に旧国民宿舎利用計画検討委員会等から答申が出されております。その分について

は、多目的センターと緑の空間等の案が織り込まれて出されたところでございます。 

 平成２６年には、芝生公園等の整備を実施いたしました。また、今の庁舎、仮庁舎に移る前の

湯布院庁舎ですね、２０２０年に完成を目指したところで、復興施設の建設事業の準備を進めて

おります。そのために、現在は仮庁舎であります湯布院公民館等の臨時駐車場として使用してい

るところでございます。 

 国民宿舎跡地につきましては、旧湯布院福祉センターの跡地も含めまして、利活用の検討をし

ていきたいと考えておりまして、湯布院公民館跡地利用や駅前整備を含めたところで、関係課で

検討しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  これだけ車が多く来るとですね、駐車場の収入も結構上がるはず

なんですよ。だから、新たな財源じゃないですけども、やはり２,０００万、３,０００万はすぐ

上がる駐車料金になりますので、やはり早急に駐車場として使って、後は、ほかのものをつくる

んであれば、そのときは駐車場ですから、いつでもほかの形で使えるんで、早目に進めていくべ

きじゃないかなと。今みたいにずっと空きスペースになっているような状況であれば、やはり

「私に貸してくれんやろかな」「私はあっこ駐車場やるわ」という人もおられます。だから、そ

ういう人にもうあれならば貸すとかいうことも考えながら有効利用していただきたいと思うんで

すけど、市長、どうですかね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えします。 

 国民宿舎跡地、また福祉センターの跡地、また今回の庁舎ができますと公民館の跡地もできま
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す。そういったところは貴重な市民の財産ですので、いろんな御意見があります。「緑の空間、

公園にしてほしい」とかですね、いろんな御意見がございますので、そういうのを総合的に勘案

して、先ほど振興局長が申しましたように、全体的な計画として検討していきたいというふうに

思っております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  早急に整備をしていただきたいなというふうに思っています。よ

ろしくお願いします。 

 それから、キャリーバッグ対応なんですけれども、参宮通りの歩道じゃなくて車道を歩いてい

る、で、歩道はもうでこぼこがあって、これでこうキャスターちゅうんですか、あれが壊れたと

きは、整備しなかった市の責任になるとかいうことにはなるのかな、ならないのかなと思うんで

すけど、もうこれだけ皆さん方にお願いしていて、やっぱりやらなかったちゅうなると、やっぱ

り責任論になるんかなと思いますけど、これはどなたがいいかな……。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  お答えいたします。 

 うちのほうとすれば、キャリーバッグにつきましては、もう手ぶら観光ということで、「ツー

リストインフォメーションセンター内の手荷物預かり所に預けてください」ということで、公共

交通機関で来るお客さんに対しましては、ＪＲさん、それから民間のバス会社さんにも全て張り

紙等をして周知しておりますので、それから先にどういう使い方をするかというのは、今のとこ

ろわかりませんけども、市としてできることは、そういう「手ぶら観光でお願いします」という

周知は、現在やっているところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  このゴロゴロゴロゴロ引っ張り回すのは、かなりいります。もう

ちっちゃな子どもまで引っ張っていますからね。中には、結構重たいキャリーバッグもあって、

タクシーの運転手さんがトランクに載っけますよね、そのとき、これは持ったらもう腰を痛める

んじゃなかろうかというふうな物も中にはあるそうです。ちゅうことは、もうそれだけ重量のあ

る物がゴロゴロ引っ張っていけば、やはりキャスターが壊れてしまうちゅうことも考えられます

けど、それか道の不備なのか、その重たい物を入れ過ぎたからなのか、それはわかりませんけど

も、そういうこともありますので、やっぱり道路の整備ちゅうのか、車道の整備、歩道の整備、

この辺のところはしっかりやっていただきたいなというふうに思っていますし、この辺は子ども

の通学路でありますので、来月になるとぴかぴかの１年生が歩いてきますけども、木の根っこが

ぽんと出ていてそこに引っかかってこけたと、けがしたということも考えられますので、この辺
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の整備のほうはどこになるかな、地域振興局かな、建設課かな、どこかな……。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  建設課長です。お答えいたします。 

 今、議員御指摘のように通学路でもあるということですので、その辺の道については十分に重

視をしたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤幸雄君。 

○議員（９番 加藤 幸雄君）  早急な整備をしていただいて、市民、観光客初め、皆さんが安心

安全に通れる道にしていただけたらというふうに思っていますので、よろしくお願いいたします。 

 それから、今年度、ことしの３月で退職される執行部の皆さん、大変お世話になりました。

４月からは、こんな顔を見なくて済むつもりで安心されている方も多々おられるかと思いますけ

ども、でも、皆さん方が一番大事なんです。これから由布市をどうやってよくしようかというの

が、皆さん方の力にかかっている部分が多くあると思いますので、いつも消防団の方にはお願い

しているんですけど、早寝、早起き、朝御飯ということだけちゃんとやれば、元気にやっていた

だけると思いますので、ぜひ、それを守りながら、由布市を見守っていただければというふうに

思っていますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で、一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（佐藤 郁夫君）  以上で、９番、加藤幸雄君の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 郁夫君）  ここで暫時休憩します。再開が１３時ちょうどとします。 

午後０時06分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（佐藤 郁夫君）  再開します。 

 次に、７番、平松惠美男君の質問を許します。平松惠美男君。 

○議員（７番 平松惠美男君）  皆さん、こんにちは。７番、平松惠美男でございます。ただいま

議長の許可をいただきましたので、これより一般質問をさせていただきます。 

 その前に、１月の日に先輩議員から電話がありまして、野上安一議員が亡くなりましたという

ことを聞きまして、大変驚いた次第でございます。全協のときも私の隣でありますし、総務常任

委員のときも私の隣であったので、大変寂しく思っております。御冥福をお祈り申し上げます。 

 今回の議会で定年退職を迎える職員の皆さん、大変お疲れさまでございました。私も２年前に

定年退職を迎え、５月ごろまでは大変うきうきしていたんですが、仕事をしないというのはだん
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だんハンデになりまして、仕事があるということは大変いいことだなというふうに今も思ってお

ります。再任用の制度もあるようでございますので、ぜひ引き続き加勢いただければというふう

に思っております。 

 先般、２月１５日にホルトホール大分で河川の防災・減災セミナー２０１９が行われました。

私も出席しました。由布市からは近藤課長を初め、防災課の方が対応していただきました。セミ

ナーの中で講師の方が、安全に移動可能なときを判断し、地域の声かけ、遅くならない避難、自

分の身は自分で守る、このことを最優先にしていただきたいとのことでした。ことしも梅雨時期

がやってきます。災害がないよう願っています。 

 それでは、早㏿、一般質問に入らせていただきます。 

 まず初めに、市長の施政方針「５つの想い」、平成３０年度の成果について伺います。 

 市長は、平成３０年第１回の市議会の定例会で、市政運営に対する考えとして５つの想いを所

信表明しましたが、３０年度での成果について伺います。 

 まず、大きな１としまして、未来へ持続可能な行政運営について。 

 １点目は、持続可能な財政運営を推進することを第一義とし、身の丈に合った予算と身の丈を

超える成果は実現していますか。 

 次に、公共施設等総合管理計画における現有施設の延べ床面積の３０％削減実績は。 

 それから、大きな２番としまして、安全安心で快適なまちづくりについて。 

 自助、共助、公助に基づく災害に屈しない体制整備は。 

 大きな３番としまして、人を育むまちづくりについて。 

 高校生等までの子どもの医療費の無料化の評価は。待機児童の解消のための施設整備補助での

実績は。地域で子育てサポート体制の充実は。子どもたちが安心して学べる学校や幼稚園の環境

づくりは。不登校問題に対処する適応教室の環境整備は。子ども支援センターの充実は。 

 それから、大きな４としまして、医療・福祉のまちづくりについて。 

 全国トップレベルの健康寿命を持つ自治体となることを目指した効果は。 

 大きな５としまして、産業振興のまちづくりについて。 

 まず、農林業。都市近郊農業の進行は。由布ブランドの構築は。 

 次に、生産性を高める基盤整備として、農業水利施設や用水路、ハウスなどの施設整備の進捗

状況は。新規就農者の具体的支援は。農林業振興の妨げとなる有害鳥獣被害は低減しているか。 

 次に、観光でございますが、ＴＩＣ──ツーリスト・インフォメーション・センターを拠点と

した行ってみたくなる由布市観光は。 

 商工業としまして、商店街の賑わい創出事業の実績は。市内企業と事業所とのネットワークは。 

 それから、大きな２としまして、河川防災・減災について、市としての対応は。 
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 以上、大きく２項目についてお伺いします。 

 なお、再質問はこの席で行いますので、よろしくお願いします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  それでは、７番、平松惠美男議員の御質問にお答えをいたします。 

 初めに、市長の施政方針「５つの想い」、３０年度の成果についての御質問でございます。 

 厳しい財政状況の中ではございますけれども、昨年、施政方針として表明させていただきまし

たそれぞれの事業は確実に一歩前進しているものと考えております。 

 まず、持続可能な財政運営につきましては、予算編成の基本方針として、身の丈に合った予算

と身の丈を超える成果を掲げ、適正かつ緊縮な予算編成を行ってきましたけれども、ここ数年、

ＴＩＣ建設や公民館の建てかえなど、単独の普通建設事業費が投下する中で収支のバランスを図

ることは極めて困難であり、財政調整基金を取り崩す等により対処してきたところでございます。 

 しかし、財政調整基金も限られた財源であり、今後は収入に見合った相応の予算編成を行う中

で、より緊急性の高い事業、より費用対効果の高い事業を優先順位の上位として、事業効果が実

感できるような持続可能な財政運営を図ってまいりたいと考えているところです。 

 公共施設等総合管理計画におきましては、現在、個別計画を策定中でございます。床面積の

３０％縮減につきましては、その個別計画による方針をもとに廃止や統合、また、売却、また、

更新時における面積の縮小などを進めていきたいと思っております。特に老朽化の進んでいる施

設や未利用施設につきましては早急に調整を行い、計画的に実施していきたいと考えております。 

 次に、自助、共助、公助に基づく災害体制整備についてでございますけれども、全国各地で発

生しております大雨や土砂災害、洪水・氾濫の防災対策としてのハード整備には時間がかかって

おりますし、発災時には、行政、消防、警察、自衛隊等の公助の支援はおのずと限界がございま

す。最近の気象状況を見ますと、これまでに大雨を経験したことのない地域に大雨が降り、土砂

災害が発生し、洪水が発生する可能性が大きくなっております。大雨は降るもの、洪水は起こる

ものと意識を変え、㏿やかに避難行動をとることが重要でございます。そのため、共助として市

内全自治区に自主防災組織を立ち上げ、防災訓練の実施を行っていただきたいと考えております。 

 市内１５０自治区のうち、自主防災組織を立ち上げているのは５４自治区にとどまっておりま

す。防災訓練に当たっては市も支援していきたいと思っております。また、県の訓練押しかけ支

援隊事業も御活用していただければと思っております。 

 災害から身を守る、自分の命は自分で守る自助が最も重要でございます。市としましては、防

災の手引を改訂して市民の皆さんへお配りしたいと考えており、また、市民の皆さんには防災意

識をさらに高め、家具の固定や水・食料の備蓄など、実施していただきたいと考えております。 

 次に、人を育むまちづくりについてでございますが、今年度新たに制度化した高校生等医療費
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の無償化は、医療費助成事業基金を活用する中で、子育て世代の経済的負担の軽減や子育てしや

すい環境の整備が一層図られたものと思っております。 

 また、子育て支援施策の充実を図ることは、由布市の転入等、社会動態の増加にもつながるも

のと考えております。 

 次に、待機児童解消に向けた施設整備でございますが、挾間地域において、ことし４月の開園

に向け、定員６０人の新たな保育園が建設されておりまして、待機児童の発生防止や入所保留者

の減少に大きく寄与するものと考えております。 

 また、地域での子育てサポート体制の充実としまして、市内に４カ所ある子育て支援拠点で親

子の交流や子育てに関する相談・援助を実施しているほか、会員組織であるファミリーサポート

センター事業や今年度から新たに一時預かり事業を展開するなど、保護者の育児不安の解消を初

め、心身の負担軽減に向け、子育て期を地域全体で支える取り組みを行っているところでござい

ます。 

 次に、学校・幼稚園の環境づくりについてですけれども、人的な面で市費負担の臨時講師や支

援員を全ての学校・園に配置をしております。学校や園の規模によって人数は異なりますが、

１名以上の配置を行っております。 

 次に、医療・福祉のまちづくりにつきましては、平成２５年３月に健康立市の宣言を行い、市

民が健康の意識を高め、健康づくりに自発的に取り組めるよう、さまざまな事業を行ってまいり

ました。シニアエクササイズ関連事業、水中運動教室事業、食に関する事業などございますけれ

ども、メーン事業としましては、由布健康マイレージ事業を推進しております。健康寿命は国が

３年に一度公表しておりますが、都道府県単位での公表でございます。市町村ごとに健康寿命が

わかるものとしては、大分県がお達者年齢を独自に公表しております。これによりますと、由布

市は平成２４年から２８年の５年平均で、男性が７９.５２歳で県平均より長くなっております。

一方、女性は８３.５７歳で県平均より短い状況になっております。男性は５年ごとの平均で

徐々に伸びております。女性は余り変化がない状況で推移をしております。 

 御質問の全国レベルの健康寿命を目指した効果ですけれども、詳細な評価までは至っておりま

せんが、市民の方々の事業参加度による健康に対する意識の向上という点では、健康マイレージ

事業への参加が平成２６年度応募者数３１６名に対し、平成２９年度は８１３名と２.６倍の伸

びを示しております。また、今年度におきましても平成３１年２月１５日現在で前年比１.１倍

と増加をしております。短期間で効果を上げていくことは大変難しいと思いますけれども、今後

も、さらに健康で生き生きと暮らしていけるよう、健康立市推進事業の推進、健康づくりの支援

体制、在宅医療と介護の情報連携体制等の連携・協働を図ってまいりたいと考えておるところで

す。 
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 次に、産業振興のまちづくりについてでございますが、都市近郊農業の進行につきましては、

庄内梨やイチゴを初め、あまねぎやオクラ、トウガラシ、ホウレンソウ等の野菜栽培指導を県の

普及員や農協営農指導員が連携・支援して推進をしているところです。 

 由布ブランドの構築につきましては、商工会と連携して特産品ＰＲ連絡協議会を運営し、多く

のイベントでの出展を初め、商談会等を通じ、県内外へ特産品のＰＲを進めているところです。 

 次に、生産性を高める基盤整備として、農業水利施設や用排水路、ハウスなどの施設整備の進

捗状況ですけれども、中山間地域総合整備事業、地域農業水利施設ストックマネジメント事業等、

県営・市営合わせて平成２９年度までに水路工約１５キロ、道路工約４.５キロ、農業用施設等

８カ所を整備し、平成３０年度は水路工約２.８キロ、道路工約１キロ、農業用施設等２カ所の

整備を進めているところです。ハウス施設につきましては平成２８年度に１軒建設しておるとこ

ろです。現在、イチゴの高設栽培の相談を１件受けているところです。 

 新規就農者の支援につきましては、大きく３つに分かれております。まず１つ目が就農相談で

ございます。電話や窓口のみならず、県内外の就農相談会に出展をして由布市での就農をＰＲし、

２月時点で合計３５件の相談を受けております。１人でも多く由布市で就農していただけるよう

今後も親身に相談を受けるとともに、就農しやすい環境整備に努めてまいります。２つ目はフ

ァーマーズスクールでの研修でございます。今年度は２名の方が研修生として農家のもとで学ん

でおり、４月には就農する予定となっております。３つ目は就農後の支援でございます。本年度

２１名の新規就農者に対し、国・県の交付金を活用して、就農後、サポート支援を行っておりま

す。新規就農者の支援につきましては、引き続き、就農相談から就農後まで、県や農協等関係機

関と連携しながら推進していきたいと考えているところです。 

 次に、農林産物の被害についてでございますが、平成３０年１２月時点の被害状況といたしま

しては、被害金額が１,４４０万７,０００円となっております。昨年同期と比較しますと約

６０万円の減少となっております。今後も引き続き鳥獣害対策に取り組んでまいります。 

 次に、行ってみたくなる由布市観光でございますが、市内には温泉のみならず、各地域にすば

らしい景観や地域の方々がおられます。その日常の生活である住んでよし、訪れてよしのまちづ

くりが由布市観光につながっておりますけれども、観光情報の発信も重要であり、まちづくり観

光局が大分・九州の観光のハブとして観光情報を発信する機能の強化など、さらに期待をしてい

るところでございます。 

 商店街の賑わい創出事業では、商店街を中心とした市内商業集積地域のにぎわい創出に取り組

む団体に対して補助金の支援を行っております。ゆふいん花の木通り商店街協同組合による軽ト

ラ朝市と夜まつり、湯平温泉観光協会による石畳の灯籠設置とイベント開催、にれ川会による小

野屋商店街でのかんのん市の開催、はさま興友会による挾間町内の企業をめぐる親子バスツアー
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の開催などを実施したところです。事業効果として、商店街の集客増と魅力アップに加えて、生

産販売者への販路開拓や企業間・地域間や由布高校との新たな連携や交流を図ることができたと

ころです。また、３０年度、異業種交流会を開催しました。参加された方々に大変満足していた

だけたことや事業者間での意見交換等ができたこと、貴重な御意見をいただいたことを踏まえて、

事業者間同士のネットワーク構築をさらに進めていきたいと考えております。 

 次に、河川防災・減災についての御質問です。平成２７年１２月１０日に、大規模氾濫に対す

る減災のための治水対策のあり方について、「社会意識の変革による水防災意識社会の再構築に

向けて」という名目で社会資本整備審議会長から国土交通大臣へ答申が出されました。この答申

では、施設の能力には限界があり、施設では塞ぎ切れない大洪水は必ず発生するものとの意識を

変革し、社会全体で洪水に備える必要があるとしています。このことを受けまして、平成２７年

度に水防法が改正され、想定し得る災害規模の降雨による洪水で浸水が想定される区域を国土交

通省と県は指定・公表することとなっております。現在、市では、指定される大分川水系８区域

について、新たな洪水ハザードマップの作成に取りかかっており、原案ができ次第、挾間・庄

内・湯布院地域の該当する自治区を対象に説明会を開催し、御意見を伺い、修正していきたいと

考えております。各世帯の配布は６月下旬になる予定でございます。 

 以上で、私からの答弁を終わります。他の御質問は教育長より答弁をいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育長。 

○教育長（加藤 淳一君）  教育長でございます。７番、平松惠美男議員の御質問にお答えいたし

ます。 

 人を育むまちづくりについての適応指導教室についてでございますが、市内の不登校の児童生

徒数は１月末現在２９名で昨年度と同数です。そのうち、コスモスに通室しているのは９名でご

ざいます。コスモスには学習支援員を３名、カウンセラーを１名配置しております。設置場所は

路地から少し入ったところにある民家を借りて開いております。部屋数も多く、１人で学習した

い子どもやグループで学習したい子どもなどに対応できていますし、⏿や庭もあり、穏やかな気

持ちで過ごせることが有効に機能していると考えております。 

 次に、子ども支援センターについてでございますが、センターは生徒指導、不登校対策支援、

特別支援、就学支援、心理相談の５つの部門で構成しております。それぞれの部を指導主事とス

クールソーシャルワーカー、臨床心理士、特別支援相談員、就学支援相談員の７名で分担してお

ります。それぞれの部が連携を図りながら支援要請のあった事案を協議し、迅㏿かつ丁寧にかか

わりながら問題の解消に向けて働きかけを行っております。その活動や成果が学校にも認められ

てきており、要請件数は年々ふえております。これからも迅㏿で丁寧な支援が滞ることのないよ

う、センターをより充実させていきたいと考えております。 
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 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  平松惠美男君。 

○議員（７番 平松惠美男君）  ありがとうございました。 

 まず初めに、大きな２のほうから質問させていただきたいというふうに思っておりますが、河

川の防災・減災の件につきましてですが、浸水想定地域内の自治区に６月を予定してハザードマ

ップを配布する計画とのことですが、その件についてまず最初に１点伺いたいのですが、大分川、

賀来川の管理地区は、大分市内が国土交通省で、由布市内は大分県土木建築部と聞きましたが、

よろしいですかね。もういいか悪いかだけ。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  建設課長です。お答えいたします。 

 今、議員御指摘のとおりでございます。大分川については天神橋がございますが、天神橋から

下流が国交省の直轄、それから、大分川上流となります部分については大分県が管理をしており

ます。 

 以上でございます。 

○議員（７番 平松惠美男君）  ありがとうございます。大分川、賀来川の整備状況を見ますと、

最近は大分市側での工事が大変目立っておるというような状況で、当然、川下から整備するのが

当たり前ですが、ぜひ由布市側の整備もお願いしてください。答弁は結構です。 

 それから、次に、市長の施政方針「５つの想い」、３０年度の成果について質問します。 

 自分的にはいつもよりちょっと質問事項が多過ぎたかなということで反省をしております。そ

こで、３点に絞って質問します。 

 初めに、未来へ持続可能な行政運営についてですが、由布市の財政状況は決していい状態とは

思いません。財政調整基金も２７年の３７億４,４００万円をピークにだんだん減少しているよ

うですが、平成２９年度の公債費残高は幾らですか。また、支払いのピークは西暦何年で、金額

はどのくらいですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課長。 

○財政課長（佐藤 公教君）  財政課長です。お答えをいたします。 

 公債費の平成２９年度の残高はということなんですが、現在高で２２５億３,０００万円ほど

になっております。 

 支払いのピークはということなんですが、今までの中で平成２８年度が最も現在高が高くて

２２９億６,０００万円ほどがピークになっておりまして、今後２、３年、若干は下がります。 

 ただ、その後に関しては、これから湯布院の複合施設だったり、挾間のし尿処理センターの整

備だったり、公共施設の更新だったり等が入ってくると、またそれが大きくなってくるのではな
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いかなというふうには予想しております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  平松惠美男君。 

○議員（７番 平松惠美男君）  公債費の残高が２２５億円ということで、本年度の予算よりも多

いというような状況をお聞きしました。 

 次に、公共施設等総合管理計画における現有施設の延べ床面積３０％縮減は年次計画で進めて

いますが、今、どのような──数字的には難しいとは思うんですが──削減ができているのか教

えていただきたいと思います。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  財政課参事です。お答えいたします。 

 公共施設総合管理計画におきまして、施設の廃止とか、統合とか、そういった見直しを行って

いるところでございますけれども、全体的には２３４施設ほどありまして、個別計画を現在策定

中のところでございます。この個別計画によりまして現状とか課題を明らかにして、３１年度以

降、具体的に施設の方針に沿って改善を進めていく予定でございます。 

 ちなみに、今年度で申し上げますと、解体を３施設ほど行っておりまして、星南小学校の講堂

とか、現在ゆうゆう館であります旧長野小学校の木造部分の解体とか、木造住宅２棟を解体して

おります。そういった状況でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  平松惠美男君。 

○議員（７番 平松惠美男君）  昨年、庄内の公民館が落成して、今、運用が始まっていると思い

ますし、今年度は湯布院の複合施設の建設にかかっていくというふうに思っております。その後、

公有施設、通常、箱物と言うようですが、そういうふうなものを建てる計画というのはあるんで

すかね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  お答えいたします。 

 箱物の計画につきましては、私から申し上げる分については把握できていない分がございまし

て済いませんけれども、そういうものをつくる場合に４０年間で３０％縮減という目標を持って

おりますので、面積等について十分検討しながら進めていくということで考えております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  平松惠美男君。 

○議員（７番 平松惠美男君）  施設等をつくる場合はかなりの投資が必要になると思いますので、

十分検討し、また市民の皆さんの意見を聞きながら実行していっていただきたいというふうに思

っております。 
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 このような状況を見ると、早急に新たな自主財源の確保が必要ではないかなというふうに思っ

ております。 

 先般、第４回由布市新たな財政検討委員会を傍聴させていただきましたが、財政確保の事例と

税率のシミュレーションは出されていましたが、市として具体的にこうしたいという部分が見え

てこなかったというふうに思っております。 

 先ほど、加藤議員の質問で副市長のほうから、今、検討中であるというようなたたき台をつく

っておるようなお話をお聞きしましたので、その件については大体わかりました。 

 それで、新たな財源はいつまでに確保する計画かというのが、具体的には言えないでしょうが、

大まかで結構ですので、わかれば教えてください。 

○議長（佐藤 郁夫君）  副市長。 

○副市長（太田 尚人君）  今のところ、いつの時点で新たな財源を導入したらいいかというとこ

ろまではまだ至っておりません。いろんな財源を今いろいろ検討しながら、ことし、観光事業、

観光需要に対応した財源が何かいいのがないかなというようなことで検討しておりますし、今、

平松議員のほうから御質問のありました公共施設の今後修繕の関係等がいろいろ出てくるので、

そういった財源の国庫補助とか、ああいったのが当たらない事業になりますので、なるべく一般

財源等がふやせるような財源検討も次年度以降はしていかないといけないかなと思っているとこ

ろでございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  平松惠美男君。 

○議員（７番 平松惠美男君）  それでは、この件について最後ですが、施設整備等を行うのがか

なりあると思うんですよ。それで、取り壊しも含めて、どっちにしても建物等は新しくはならな

い、古くなるばっかりですので、これを目的とした積み立てとかいうような部分は特別に行って

はいないんですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課長。 

○財政課長（佐藤 公教君）  今、議員おっしゃるように、今後、施設の改修、それとか老朽化し

た施設の整備等が発生してきますが、それに向けた基金の積み立てというのは特段ございません

が、今、財政調整基金のほうをできるだけ積み立てていく中で、別の基金も特定目的基金として

活用できる分は活用しながら、総体的に積み立てをしていきたいなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  平松惠美男君。 

○議員（７番 平松惠美男君）  ぜひ検討していただきたいのと、新たな財源については未来へ持

続可能な行政運営のためにも早急な対応が必要じゃないかなというふうに思いますので、よろし

くお願いします。 



- 91 - 

 それでは、次の質問に入らせていただきます。 

 人を育むまちづくりについてでございますが、ことし４月に、挾間町にみずほ保育園が開園す

るというふうに聞いております。定員は先ほど市長がおっしゃいましたように６０名ということ

ですが、また、１０月には保育料の無償化が、これは条件があるんですが、行われようとしてい

ます。当然、保育の需要は増すと思いますが、待機児童は解消されますかね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  子育て支援課長。 

○子育て支援課長（庄  忠義君）  子育て支援課長です。お答えいたします。 

 今年度４月に新たな保育園が開園ということで、これは６０人規模の定員でございます。 

 今、議員おっしゃるように、１０月の無償化に向けて、私どもも保育の利用のニーズが高まっ

ていくだろうという予想をしておりました。 

 ことし４月の入所の申し込みが、これは昨年末で締め切りをしました第１次の申し込みですけ

れども、９６１人ということで、昨年度よりも若干ふえている状況でございますが、今、選考し

て内定通知を今週に出すということで、あと２０名程度を今利用調整して、なるべく全ての方が

入所できるような今調整をしている状況でございまして、昨年度と比べると保留者は若干減少す

るであろうというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  平松惠美男君。 

○議員（７番 平松惠美男君）  保育園の入園について、年度途中で保育園に入園したいというよ

うな方もかなりおると思うんですが、それはすぐに対応ができるんですかね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  子育て支援課長。 

○子育て支援課長（庄  忠義君）  お答えいたします。 

 年度途中につきましては、毎月１５日を締め切りとしまして、２０日ぐらいをめどに選考しま

す。ということで、例年、月を追うごとに、入所の申し込みは随時あるんですけれども、入所の

保留者がどんどんたまっていくというか、ことし２月現在でも１００名を超えるような入所保留

者という状況になっておりますが、なるべく保育園のほうとの調整をしながら、極力入れる方向

の調整をしている状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  平松惠美男君。 

○議員（７番 平松惠美男君）  保育園での子どもさんの人数と保育士の数、数と言ったら悪いん

ですけど、保育士１人が何名の子どもさんというような法的な部分があると思うんですけど、各

保育園でそういう部分で余裕があるような施設なんかはあるんですかね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  子育て支援課長。 
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○子育て支援課長（庄  忠義君）  お答えいたします。 

 職員配置については、これはどこの保育園も基準は同じでございまして、ゼロ歳児については

職員が１人に対して子どもが３人と、４歳児、５歳児になると職員１人に対して３０人まで見れ

るという状況で、入所の利用の申し込み自体がゼロ歳児から２歳児までが大変多い状況でござい

まして、その辺、職員の配置もございます。その辺の職員の体制等もあって、なかなか月途中の

申し込みに対して受け入れができないといった状況もございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  平松惠美男君。 

○議員（７番 平松惠美男君）  ほかの市の状況も、何か対策をしているんですかというようなこ

とでお聞きしたら、２点ほど事例はいただいたんですけど、非常に働く方が、産休が明け、それ

から育児休暇が明けて、現場に帰ってきてくれないか、また再度御勝手できんやろうかというよ

うな状況になると、保育園が見つからんのでちょっと働けんので退職させてくださいとかいうよ

うな、パートさんとかでそういうような事例が結構あったものですから、どっちにしても、今、

夫婦共働きの世帯が多いので、子どもを預かっていただける保育園がないと安心して子どもが産

めないというようなことだと思います。 

 これ、２月１３日の合同新聞に、幼保無償化を閣議決定の一方で、ＳＮＳ上では「保育落ち

た」や「無償化より待機児童の解消を」と訴える保護者の声が根強くという記事がありました。

それ以前に、同じく合同で、「大分県がまとめた県内の人口推計によると」との記事の中で、

「社会増だった３市は」の中に由布市が２９名というようなことでありました。そして、その中

で、由布市は大分市からの流入が目立ったと掲載されていました。これはやっぱり市長の人を育

むまちづくり、特に子育て支援のあらわれだというふうに思っています。今後とも、ぜひ手厚い

施策をお願いしたいというふうに思っております。 

 それでは、次に移らせていただきます。 

 産業振興のまちづくりについてですが、産業振興の中でも、どうしても私は観光や商工に比べ

て農業振興はおくれているんじゃないかなというふうに思われます。 

 今回は農業分野に特化して伺います。 

 いつも言っていますが、農業は由布市の基幹産業です。私は長年、庄内町のほうで勤務地とし

て働いてきました。そのときにこの地域の農業について感じたことは、耕地面積も広いし、米は

おいしい、特にイチゴは全国ブランドのとよのかの先進地で、西日本各地から多くの視察団が訪

れるような大産地でした。当時、湯布院町も挾間町も特産品はあったと思いますが、現在、基盤

整備は先ほど市長の実例の中でもかなり行われているように思われます。 

 しかし、積極的に農業振興、特に物をつくる生産振興が行われているというふうにはどうも私



- 93 - 

は思えないんですが、今、一番重点的に取り組んでいる農業振興は何ですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  農政課長です。お答えします。 

 今言われましたように、農業については、基盤整備という分野とその生産という２つのものが

よくマッチして進めていかなければならないというふうには思っています。 

 現在、今議員さん言われましたように、基盤のハード部門については、地元の要望等を酌み、

事業化を行い、県営・市営等で積極的に進めているところです。 

 生産のほうの振興につきましては、今、庄内梨やイチゴ等は生産は大きくやられています。あ

と、お米、水稲が由布市としては大きいこととなっています。野菜等の分につきましては、今大

きい産地等できていませんので、今後はこの分についてもっと研究していかなければならないと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  平松惠美男君。 

○議員（７番 平松惠美男君）  私が知る限りですけど、イチゴについても梨についても、以前か

ら見ると、かなり生産者も減っておりますし、栽培面積も少なくなっているんじゃないかなとい

うふうに思っております。 

 特に、イチゴについては、由布市だけで１００人近所の生産者が全盛期にはおったというふう

に記憶しておりますし、もちろん野津原町も入った、野津原町、挾間町、庄内町でのイチゴの生

産は、ピーク時は４億円を超えるような売り上げがあったんじゃないかなというふうにも記憶し

ております。 

 そういうことで、今、由布市の中で農産品について「これがブランド品だ」というものがあれ

ば、まあ少数で結構です、１品、２品で結構ですので、自慢できる部分があったら教えてくださ

い。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  農政課長です。 

 「自慢できる」ものという言い方ですけど、やっぱり今は庄内梨、イチゴが主だというふうに

考えています。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  平松惠美男君。 

○議員（７番 平松惠美男君）  それでは、これ私のお願いなんですけど、最近は、新規に施設園

芸のイチゴやニラ、それから畜産の繁殖牛を始めるにしても、かなりの初期投資がかかります。

特に、イチゴはハウスや高設栽培の設備、それから繁殖牛についても、多頭飼育すれば、畜舎は
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もちろんですけど、元牛もかなり高値となっております。とても個人で新規に行える投資額では

ないんじゃないかなというふうに思います。 

 なかなか企業誘致も難しく、産業も少ない由布市です。県の振興局やＪＡと協議して、国・県

の補助事業を活用したリースハウスやリース畜舎を導入して、後継者や新規就農者を受け入れて

はいかがでしょうか。県も、ベリーツや「おおいた和牛」のブランド化に力を入れています。事

業を起こせば当然、雇用も生まれ、地域活性化の振興にもつながると思っております。市長、い

かがですかね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えをいたします。 

 先ほども答弁いたしましたけども、そうした施設の補助等も含めて、就農相談から就農後の支

援まで引き続き、今議員御指摘のような支援を今後とも、関係機関と連携しながら推進していか

なければならないというふうに考えているところです。 

○議員（７番 平松惠美男君）  ありがとうございました。 

○議長（佐藤 郁夫君）  議員。 

○議員（７番 平松惠美男君）  済みません。 

○議長（佐藤 郁夫君）  平松惠美男君。 

○議員（７番 平松惠美男君）  地域振興のためにも、ぜひ検討していただきたいというふうに思

っております。 

 大変失礼しました。これをもちまして、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（佐藤 郁夫君）  以上で、７番、平松惠美男君の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 郁夫君）  ここで暫時休憩します。再開は１４時ころ５分とします。 

午後１時52分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時05分再開 

○議長（佐藤 郁夫君）  再開します。 

 次に、３番、坂本光広君の質問を許します。坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  皆さん、こんにちは。３番、坂本光広、議長の許可を得ましたの

で一般質問を行わさせていただきます。 

 その前に、１月２２日に御逝去なされた野上安一議員におかれましては、大変お悔やみを申し

上げます。１年生議員としてまだまだ御指導いただきたかったのでございますが、本当にさみし

く、残念に思っておるところでございます。 
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 また、昨日、阿蘇野小学校の閉校式が行われました。阿蘇野地区としては、さみしい限りでし

た。ただ、たくさんの方の御出席をいただきました。市長を初め、ありがとうございました。わ

ざわざ県外からも阿蘇野小学校出身者の方々が、出席していただきました。やはり、ふるさとは、

何かにつけて帰ってきたい場所ではないかと本当に思った次第でございます。 

 では、なぜ外に行かなければならなかったのでしょうか。仕事、子育て、買い物、農業収入だ

けでは、とか、そういういろんな問題に直面して、それぞれに決断されたのだと思います。改め

て、その不安を少しでも解消されるようなまちづくりを皆さんとつくって、そして、たくさんの

方に戻ってきていただければなと、また移住していただければなと思っておりますので、そうい

う提案ができればと思いました。その意味でも、先輩議員、執行部の皆様、御指導よろしくお願

いします。 

 また、今期退職なされる皆様方にも、大変お世話になりました。これからもどうぞよろしく、

御指導をよろしくお願いいたします。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 まず、１番、キャッシュレス化について。 

 １０月に消費税が１０％に上がり、対策としてカードやスマートフォンによる決済に対してポ

イント枠が予定されておりますが、市内の商工業者はキャッシュレス決済ができるようになって

いないところが多い状況です。 

 県では、キャッシュレス決済を進めるように８社と手数料等の条件を決め、導入しやすいよう

にしております。これは、１０月にラグビーワールドカップに向け来県するチーム、ニュージー

ランドやオーストラリア、カナダ、ウエールズ、フィジーを観戦する自国の方々に対応できるよ

うにしていると思われます。また、普段の外国人観光客で多くを占めている韓国では約９割、中

国では約６割と、キャッシュレス化が進んでいます。 

 大分市では、キャッシュレスに対応する商工業者に対して補助金を出しております。由布市と

しての対応は、どのようにお考えでしょうか。 

 ２番です。地域おこし協力隊についてでございます。 

 今年度で由布市の地域おこし協力隊２名の任期が終了しますが、お二人とも由布市に残ってい

ただけるのでしょうか。また、来年度の予定はどのようになっておりますでしょうか。 

 竹田市では、毎年１５名程度の地域おこし協力隊を募集しており、今、約４０名の地域おこし

協力隊が、まちの活性化の一翼を担っているようです。由布市でも、もっと募集することで──

募集することはできないのでしょうか。費用は先払いでも、総務省より特別交付税で戻ってくる

のではないのでしょうか。特に庄内町は、人口減少が大きく、少しでも農林業や会社の創業を目

指す方を募集できないでしょうか。 
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 また、その拠点を阿蘇野小学校跡地にすることはできないでしょうか。 

 ３番です。ドローンについてです。 

 ６月にライオンズクラブにより寄贈をしていただいたドローンの運用ですが、要綱によると、

災害時等の使用以外、市長が市の業務のため必要と認めるときは使用できるとなっており、これ

は今月閉校になります阿蘇野小学校を撮影できないかと教育委員会や消防署に相談したところ、

撮影の方向で動いていただきました。かなり時間がかかりましたが、今月、撮影していただいた

ところでございます。 

 そういったぐあいに、かなり時間がかかっているのですが、運用の方法はどのようにしておら

れるのでしょうか。 

 ４番目です。交通安全運転対策についてです。 

 １２月の議会の専決事項でも質問させていただきましたが、公用車にドライブレコーダーをつ

けていく考えはおありでしょうか。最新の機種ですと、３６０度撮影ができるものもあります。

防犯の観点からも有効だと思います。お考えをお聞かせください。 

 再質問は、この席で行います。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  それでは、３番、坂本光広議員の御質問にお答えをいたします。 

 初めに、キャッシュレス化についての御質問でございます。 

 市といたしましては、決済手数料や消費税の改正などから、由布市商工会並びに事業者からの

御意見を十分にお伺いをして、今後対応を検討してまいりたいというふうに考えているところで

す。 

 次に、現在活動中の２名の地域おこし協力隊についてですけども、本年３月に任期満了となる

隊員については、挾間町谷地区を活動拠点とした事業を計画しており、既に、県や市の創業支援

制度を活用して、ことしの春からの創業準備をしているところでございます。もう１名につきま

しては、本年９月に任期満了となりますが、今後の活動については、現在、本人と協議を行って

いるところです。 

 次に、協力隊の採用をふやすことの御提案についてですけども、この地域おこし協力隊制度に

関しましては、国も積極的な活用推進を図っております。財政面の支援として、その経費の一部

が特別交付税の基礎数値に算入されることになっております。 

 由布市といたしましても、人口減少・担い手不足といった大きな課題解決に向けて、本制度の

利活用を推進していきたいというふうに考えておりまして、平成３１年度予算では新規４名の採

用を計画しているところでございます。 

 今後につきましても、特に、まちづくり協議会といった受け入れ団体の要望状況や、市が推進
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する特定の業務に関し、順次採用の拡大を検討していきたいというふうに考えております。 

 阿蘇野小学校の跡地利用につきましては、現在、宿泊施設や地区民の基幹的な施設、また企業

や福祉関連施設等の誘致など、さまざまな案の要望書をいただいているところでございます。 

 今後、地元の皆様と十分な話し合いを重ねながら、地域の振興が図られるような活用策を講じ

てまいりたいと考えております。 

 次に、ドローンの運用についてでございますが、御相談をいただいた当時は、運用の要綱がで

きたばかりでございました。また、操縦する職員も一定の研修期間を要したことから、即運用と

いうことにはならなくて、少し時間がかかったような状況でございます。 

 今後とも、関係課と連携を図りながら、運用要綱に従って、迅㏿な対応ができるよう努めてま

いりたいと思っております。 

 次に、ドライブレコーダーの設置につきましては、現在６台の公用車に導入をいたしておりま

す。 

 事故防止や、万一事故が起きた場合には、事後の対処や責任の所在を明確化など、そういった

面でドライブレコーダーの機能は重要なものと思われます。 

 今後も、公用車の更新時期におきまして、稼働の状況、その必要性等に応じて取りつけを検討

していきたいというふうに考えているところでございます。 

 なお、交通事故等につきましては、今後、安全運転意識の向上を図りながら、事故防止に努め

てまいりたいと考えています。 

 以上で答弁を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  それでは、再質問に移らせていただきます。 

 まず、キャッシュレス化についてでございますけども、今検討をされているという形で、先ほ

ども渕野議員がおっしゃられたように、軽減税率等の対策におきましても、早目に言ってあげな

いと商業者が戸惑うんではないかと思いますが、この軽減税率に関しましては、一昨年よりもこ

の補助金が出ておるはずでございます。 

 そういう意味で、そこら辺の相談等々は全くなかったのでございましょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  商工観光課長です。お答えいたします。 

 先ほどもお答えいたしましたけども、このキャッシュレス決済の端末等の支援について、うち

のほうが情報入ったのは、１月から２月ぐらいしか、県のほうから資料的な部分が来ていなかっ

たものですから、研修会の中ではいろんな形で県のほうの説明はございましたけども、具体的な

支援対策については今回初めてですね、うちのほうも示されたような形でございますので、今後、
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具体的な説明もしくは運用の仕方、制度の内容については丁寧な説明をしていきたいというよう

に考えております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  今私がちょっとお尋ねしたのは、軽減税率が決まった時点の関係

で、その時点から補助金がもう決定しておりました。その件について、全く、国・県からの「こ

ういうふうにしなさい」という情報が全く来なかったのでしょうかということでした。済いませ

ん。お願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  お答えいたします。 

 情報のほうにつきましては、全くというか、うちのほうに実際来たのは１月末か２月の上旬に

しか、このキャッシュレス化に伴う──税制改正に伴うキャッシュレス化ということで制度のほ

うの内容のお話があったということでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  ちょっと……、言っているのが、それでは……。 

 「キャッシュレス化」ではなくて、「軽減税率」のみでお答えを願います。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  私のほうにつきましては、その情報については確認できており

ません。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  まあ、わかりました。 

 それでは、早急にですね、やっぱり１０月からスタートします。そして、県のほうでも、国の

ほうが決まる前にこういうふうにキャッシュレス化を進めているというのは、先ほども言いまし

たように１０月のワールドカップラグビーに対して、やらなきゃいけないんじゃないかというこ

とで、県のほうがどんどん進めていっていると思っております。 

 そういった面で、早急に商工会や──商工会に入っている方というのは６５％しかおりません。

ですから、いろんな面でお知らせしていくべきではないでしょうかと思いますが、そこら辺のと

ころはどうでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  お答えいたします。 

 内容につきまして、うちのほうが精査できた時点で、丁寧な説明をしていきたいというふうに
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考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  どうしても、今までいろんな方に聞きますと、その手数料がかか

るというところから、なかなかキャッシュレス化が進んでいかないというふうなところでござい

ますが、きょう本日、私のほうが配らせていただいた資料がございます。 

 これについて、まず最初のほうは、各国の状況ではございます。それにおきますと、本当に日

本はまあ少ない状況でございますが、ここの問題よりも、それから後のほうでですね、人手不足

対策になる。これは、現金をやりとりをすると、その日のその日の決済というんですかね、やり

ますよね。それに時間がかかると。そういうふうなところから、書いてありますけど、レジ締め

作業の時間が縮まったり、現金取り扱いコストの時間が縮まるというふうなところをしっかりと

示していただいて、今回は３.２５％以下になるというのもありますし、国の施策上そういうふ

うになるようになっておりますし、また、もう１枚のほうでは、決済環境の整備がもたらすイン

バウンド消費の拡大ということで、もしキャッシュレスであったらもっと買っていただろうとい

うのを、国が、特にタイではもう８０％を超えとるわけですね。そういったところを、しっかり

わかっていただく。 

 もう、とにかく、聞いてみますと、「手数料がかかるから」とか「それの道具を入れるのにお

金がかかるから」と。それに対しても、これから国のほうでも支援をしていくわけですから、

４月に入ったらすぐできるようなぐらいなスピードでぜひやっていただきたいと思いますが、そ

こら辺、どういうふうにお考えでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  お答えいたします。 

 今、議員おっしゃるとおり、やっぱり事業者の方につきましては、やはり設備投資であったり、

決済手数料であったり、その、現金化にかわるサイクルがどの程度かという不安の部分がござい

ます。ですから、その辺の部分を、今回の制度に改正に伴いまして、十分御理解できるような形

で御説明申し上げた上で、事業者の方の判断ということになろうと思いますけども、その辺につ

きまして、私ども、何回も言いますけども、丁寧な説明で進めていきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  今、私が出した分だとかなりな厚みがあって、もっとこうわかり

やすくパンフレットをつくったりして、商工会と協働でやっていただいて、早急にこのキャッシ

ュレス化がもたらすメリットというものを商工業者にお伝えして、ぜひ進めていただきたいと思
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います。 

 特に、もう大分市、別府市では、ラグビーのキャンプ地の誘致もされておりますので、１０月

の試合よりも前に、そういった方も来られると思いますし、現状、やはり湯布院のほうでは韓国、

中国のインバウンドのお客さんが多いわけですし、これから先、今回のラグビーのワールドカッ

プによって、ニュージーランド、オーストラリアやウエルズというか、カナダとウエルズ等々の、

今までと違ったところのお客さんを相手にしていくわけですから、早急に準備をしていただけれ

ばと思います。 

 それでは、キャッシュレスについては、以上で終わらせていただきたいと思います。 

 次に、地域おこし協力隊におきまして、一人が残っていただいて、もう一人はまだわかってい

ない状況ということではございますが、その、３年の任期の間に何回か募集はされたのでしょう

か。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  総合政策課長です。お答えをいたします。 

 今の２名については、お一方は平成２７年度に２名を募集したうちのお一方でございます。

２７年度に採用した２名のうち１名がもう１年でおやめになってしまいましたので、翌、平成

２８年度に、今いらっしゃるもう一方を募集して、今に至っているという状況でございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  それでは、昨年、一昨年というのは募集はしなかったのでしょう

か。教えてください。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 ２名体制の維持ということで、新規の募集は……、失礼いたしました。農政課のほうで募集の

手続は行ったということでございます。大変失礼いたしました。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  農政課長です。お答えします。 

 昨年度、グリーンツーリズムの推進のために１名募集はいたしました。が、採用には至ってお

りません。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  それでは、２名体制ではなく、順次募集はしていたという形では

わかりましたが、人数的には大体、二、三名ぐらいを考えていたのでしょうか。 
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○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 ３１年度の募集の地域おこし協力隊につきましては、市のほうである程度基準を設けておりま

す。１つには、文字どおり、地域おこしに活躍をしていただく方、もう一つは、各課からの要望

を受けて、ある特定の事業についてスキルを発揮していただく、その２つのタイプという設定を

いたしております。 

 ただ、３０年度以前、これまでについては、特に、そういう目的を持って募集をしておりませ

んでした。そういう関係から、利用目的を持たずに採用していたというような経過がございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  それで、ことしは４名募集ということで、ホームページで見てみ

ますと、ジョインで検索すると１名、それで市のホームページで３名というふうな形で出ていた

４名だと思われますけども、ジョインで検索すると、竹田や国東のほうはかなり大量に募集して

おります。そういうふうに、大人数といいますか、例えば、竹田ですと５名、国東ですといろん

な課によって何名という形でしておりますけども、人数の多さというのはある程度決め事をして

いるのでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 竹田市さんあるいは国東市さんの思い切った取り組みというのは、ある意味、すごいなという

ふうに感じております。 

 ただ、由布市におきましては、人口の社会増という、現時点、そういう状況もあって、若干背

景が違うこともございます。それと、国の財政支援として特別交付税に措置をされるということ

にはなっておるんですが、予算措置の段階では財源はございません。どれだけ一般財源を投入で

きるかというようなところも問題になろうかと思います。 

 それに加えて、これはどこの自治体でも悩みを抱えているところなんですけど、３年の任期が

過ぎた後の定住率が芳しくないというような状況等があって、もちろん、多く雇えば、半分でも

残ってもらえればというスケールメリットはございますけど、最小の経費で最大の効果を生むよ

うなことを考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  状況が違うという形ではございますが、挾間のほうが人数がふえ

ておるということで、由布市全体ではそうそう減ってないという形ではありますけど、特に、先
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ほども言いましたように、庄内町では人口減少が激しい状況でございます。そういったところに

集中的にこの地域おこし協力隊を派遣するという形はできないんですかね。それとも、やっぱり

もう市で多いから、そういうことができないということでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 ３１年度４名の採用予定の中の２名枠については、先ほど言いました、地域おこしの役割を担

っていただくということで、地域からの要望を受けて募集をするものでございます。ですから、

人手不足に困っている、あるいは地域を活性化したいという地域がございましたら、要望をして

いただきたいと、それについては、可能な限りで応える形で配置あるいはこの制度の検討を進め

たいと思っております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  ２名については、地域からの要望ということでございますが、具

体的な地域はなくても結構なんですけども、どういうふうな形で地域からそういうふうにお願い

できるんでしょうか。そこら辺のところをちょっと詳しく教えていただけませんでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 今回の派遣予定の二地域については、今、市が進めておりますまちづくり協議会を、一つはも

う設立をして実際に活動している地域、もう一つは、来年度以降、何とか設立をということで、

今、準備を進めている地域でございます。 

 その地域の方々と話をする中で、ぜひ、外からの力を入れてまた活性化させたいという御要望

がございましたので、今回の予算計上に至ったところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  私が質問の中で、その拠点を阿蘇野小学校跡地にすることはでき

ませんかというふうななんかのことに関しましては、今言ったように、地域のほうから要望があ

ればしていただけるという形で考えさせていただきたいと思うんですけど、特に、この小学校跡

地につきましては、今月で閉校になります。その後の管理については、１年間、教育課が執り行

うということになっておりますけども、誰か常駐はするんでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育次長。 

○教育次長兼教育総務課長（八川 英治君）  教育次長です。お答えします。 

 常駐は考えておりません。 
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○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  そういうふうに、常駐がいないということで、ぜひ、誰かその地

域おこし協力隊を入れていただいて、常駐することによって地域の皆さんと、これから跡地をど

ういうふうにするかという考えが進んでいくんではなかろうかというふうに思っております。 

 それにおいて、募集の考えですけど、竹田では、１次、２次、３次募集までしております。そ

の中で、これだけの人数がおると思いますけども、先ほど言われましたけども、半分残らなかっ

た。でも、半分は残ったと、そういうふうな話ではございますが、竹田ではかなりな変わった方

が、変わった方が残っていると言ったらおかしいです。芸術家ですとか、ＩＴ関連の方ですとか、

そういう方が残っております。そして、それを採用するに当たっても、かなりな人数がおって、

３分の１以下ぐらいしか採用してなくてこの人数だそうです。 

 農政課長にお聞きしたいんですけど、昨年、何人ぐらいの募集があって、結局、採用がなかっ

たんでしょうか。採用しなかったんでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  農政課長です。お答えします。 

 去年につきましては、面接につきましては１名の方が来ました。その、結局、グリーンツーリ

ズムにつきましては、インバウンドの方が多く、今、来ているようになっていますので、語学力

がある方等の募集状況でしたので、１名の方が面接を受けに来ましたが、採用には至っておりま

せん。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  それでは、今回、今２人おりますけど、それまでのときの採用率

はどうだったか。何人ぐらい募集が来て、結局、３人でしたかね、途中で１人帰られたというこ

とですけど、それを教えていただけませんでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 ２７年度募集に対しまして、そのときは２名の募集に対しまして８名の応募がありました。

１次審査で５名に絞って、最終的に２名になったというところでございます。１名おやめになっ

て、２８年度、１名の募集に対しては５名の応募がございました。その中で、１次審査で３名に

絞り、最終的に１名に至ったというところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  わかりました。できれば、大人数が知っていただけるような形に
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していただければいいと思いますが、そういう中で、また竹田の例を出して申しわけないんです

けども、そういう、竹田では、一般の募集、先ほど言われましたように、農政課とか、いろんな

ところからの要望以外に企画提案型の部門がございます。というのは、結局、私はこういうこと

がしたいから、ここに移住というか、協力隊として暮らしていただけませんかという方らしいで

す。これは、中学校の跡地を芸術家の方がかなり使っているので、そういうところでも多いとい

うのは聞きましたが、ただ、３年間たって食べていけるかどうかというのを、審査の中でかなり

落としているという状況だそうです。 

 それから、そういうふうな形で、もう少し人数的には１名を募集というよりも、１名というか

４名とかじゃなくて、そういう、なるべくたくさんの方を募集して、しっかり選考して、いい方

を残していただければと思いますし、今、ジョインと、ジョインに出しているのと、あとホーム

ページに出しているだけだと思われますけども、竹田では、認定ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援セ

ンターと総合協定を結んで、その中でやっていただいておったり、また、宮崎では、宮崎県事業

引継ぎセンターの支援によって、地域おこし協力隊の方が川南町の地域を支える小売店の継承を

行ったという、全国初の事例もございます。 

 そういった形で、ぜひいろんなことを考えて募集をしていただきたい。いろんな、先ほど言っ

た、移住の関係の方と協力して募集を行っていただきたいと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 ３１年度の募集については、今回初めてハローワークも通じて募集を行うことにしております

ので、また、先ほど議員御提案がございました、いろんなネットワークを活用して、これは人と

人とのつながりになりますので、できるだけいい人材を採用したいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  ありがとうございます。ハローワークはどこに出されたんでしょ

うか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  大分のハローワークに書類を提出いたしました。これ、全国に

全て広まるというネットワークがございますので、活用させていただきました。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  はい、わかりました。たしか、由布市の方はこれには、隊員には

なれなかったんですよね。 
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○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 これはもう、基本的には都市圏から地方のほうに来ていただく方が対象となります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  都市圏と何か、都市があったんですけど、そこにハローワーク、

大分のハローワークに登録すれば、全部のところに行くんですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  はい。情報しては参ります。あと、ハローワークに登録したも

う一つの理由として、これ、面接等で旅費が必要になったときに、ある程度、国のほうから補助

が幾ばくか出るという制度もございますので、受験者の方のために、そういう措置をとったとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  それ以外に、成功した例で、またもや竹田市を出して申しわけな

いんですけど、ＩＴが得意な方が、結局、ふるさと納税事務を委託を受けまして、２０１７年

４,５００万円だったのを、委託を全部受けて、２０１８年には２億２,０００万円になっており

ます。 

 そういった意味では、いろんなやり方が本当にあると思います。得意な分野というのがあり、

特に、今、ふるさと納税に関しては、私もやっている途中ではございますが、なかなか登録がし

にくいという意味があって、この方は、そういう登録のところから、いろんなところを手伝って

やっていく、この方自体はそれが目的ではなく、まちづくり株式会社というのをつくってやって

おるところではございますけども、そういった意味で、いろんなところがある、それぞれの課で

必要になるかと思いますけども、今のところは、農政課のみという形で考えておられるんでしょ

うか。農政課と商工観光課のみでございますか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  もう一度、はっきり。 

○議員（３番 坂本 光広君）  はい、済みません。今の状況で、ことし、地域づくりと観光課が

出しているということで、そのほかの課でまだ可能性があるというのは、考えがございますでし

ょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 今回の隊員の方のスキル優先型というのは今回初めてでございまして、それぞれ業務に応じて、
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各課が予算要求をするというような仕組みにしておりますので、今のところ、商工観光課と農政

課からそれぞれ事業に対する要望が出されたところでございます。ほかの課につきましても、今

後、可能性はあるというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  ぜひ、いろんな課から募集していただいて、特に、庄内振興局

等々、少ないところどんどん減っているところがありますので、ぜひお願いしたいと思っており

ます。 

 それでは、３番目のドローンについてでございますが、一応、運用に関する要綱というのも、

私、いただきました。そういう形では、維持管理は消防署が行うということでよろしいんでしょ

うか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  消防長。 

○消防長（亀田  博君）  消防長です。お答えいたします。 

 現在、維持管理については、消防本部、警防課で行っております。 

 また、要綱の中で飛行管理者は消防長、私がやっております。そして飛行責任者は警防課長が

やっております。 

 なお、現在、操縦士が１１名おりまして、その中の構成として消防からは８名、それから農政、

それから建設から３名ということで、計１１名が操縦士ということで、国土交通省のほうに承認

を得ております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  それでは、その消防以外で使うときには、それぞれ農政課の方、

建設課の方、そこの課の方が操縦するんでしょうか。それとも消防署で８名おられるということ

で、あいている方がその操縦をされるということでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  消防長。 

○消防長（亀田  博君）  現在、追加隊員の養成をしております。そして、例えば、振興局の振

興課からそれぞれ２名ずつ、計６名です。それから、また、追加で消防から３名、農政から何名

かということで１２名程度、追加隊員を今、養成中でございます。 

 そして、例えば、農政、それから建設以外の、例えば、商工課とか、そういうところで必要な

ときは、そういう、地域振興課からの操縦士を、養成した操縦士でドローンを飛ばすというふう

に考えております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 
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○議員（３番 坂本 光広君）  要綱では、操縦士になるのは１０時間程度だとか、無人航空機

３級以上とかいうふうな規格がございます。１人に対して１０時間以上かけるというのは非常に

時間的に大変ではないかと思います。それで、ある程度絞った中で、誰でも行けるような形には

できないものでしょうか。市長、お答え願えませんでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えします。 

 やはり安全性とかそういったものを考慮して、ある程度研修したものが扱うべきかというよう

に考えております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  それで、先ほど言われたように、十何名ふやすというふうな形の

方向は変わらないんでしょうか。それより、もう操縦できる人は何人と決めておいて、それがど

こでも行けるような形ぐらいにしないと、今が１１名、あと１２名ふやすというふうな形でいく

と、時間にしても２２０時間かかります。それを、たくさんの時間をそこに割くような形にする

予定の考えですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えします。 

 今一応操縦士として登録しているのが１１名ですから、当面そういう方々がいろんな運用に対

して対応していくということで、その人が限定、例えば農政課なら農政課の業務だけに限定して

操縦するというわけではございません。臨機応変にその辺は対応していく。随時操縦できるもの

をふやしていくという考え方です。 

 ただ、ドローンがあるからといって何でもかんでも市役所のドローンを使うというわけにはい

きませんので、その辺はちゃんとした基準を持って公平的に活用すべきものだというふうに思っ

ております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  これは意見というか提案でございますけれども、商工観光課が例

えば地域おこし協力隊を使ってドローンのうまい人を養成して、その方に由布市のＰＲ動画を撮

ってもらうとか、そういうふうな形で、そういうふうに１人の方がかなりうまくなれば、いろん

なところに行っていろんな対応ができると思うんですけど、それが、人数が多いよりも──人数

が余り多いと、たまにしか操縦しないのに墜落させてしまったりしたら元も子もないので、そこ

ら辺はそういうふうに絞って、例えば一番使えそうな、先ほど言いましたように、由布市をＰＲ

していただく商工観光課にお願いするとか、そういう提案はいかがでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 
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○市長（相馬 尊重君）  ＰＲ動画の撮影とかも１つの使途だとは思いますけれども、このドロー

ンの主な使途は、災害だとか人命救助だとかそういった場合に活用するというのが第一義ですの

で、その辺を優先して考えていくべきだというふうに思っています。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  わかりました。 

 それでは、消防としてそういうドローンの専門家の地域おこし協力隊を入れることはできるも

のでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  消防に地域おこし協力隊をということですか。今のところ検討しており

ません。地域おこし協力隊は、竹田方式とかいろんな方式がありまして、定住促進としていう意

味合いもあります。しかしながら、特別交付税で措置されるとは言いながら、一般財源を何百万

か１人につぎ込むわけでございます。ですから、財政状況とかは十分考慮するとともに、その方

がどういう活動をしていただくかというその活動の内容を明確にした上で採用をするべきだとい

うことで、今由布市の方向はそういうことを手段として地域おこし協力隊の活用を考えていると

ころでございます。 

 ですから、消防にそういう地域おこし協力隊の人が業務する内容があるのかとか、その辺を十

分協議しないと、ただ単に人間をふやすというわけにはいかないんではないかなというふうに思

います。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  ありがとうございました。せっかくいただいたドローンですので、

有効に、皆さんの地域の防災等々にかかわるように行っていただきたいと思います。 

 それでは最後に、交通安全についてでございます。 

 今６台つけておられるというお話でございましたが、この６台で事故を起こしたことはござい

ますでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  財政課参事です。お答えいたします。 

 現在、６台というのが、マイクロバス３台とあと７人乗りとか１０人乗りのワゴン、あるいは

普通車になっておりますけれども、現在、ドライブレコーダーを入れた後に事故というのは起き

ておりません。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  いろんな業務用の関係のことをある程度私も知っておって言うん

ですけれども、ドライブレコーダーをつけたからといってすぐ事故が減ることはほとんどありま
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せん。そのかわり、その事故の画像、それはいろんなところから入手できます。それを見てフ

ィードバックして事故を減らしていくという形でやっていくところでございます。ですから、ぜ

ひ、もう少し多くの車両につけていくという考えはないでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  財政課参事です。お答えいたします。 

 済みません。先ほど事故の件なんですけど、ドライブレコーダーに使うような事故がなかった

ということで、若干１台があったかと思っております。済みません、申しわけございません。そ

れについては、ドライブレコーダーは使う必要がなかったというので、小規模のものでございま

した。 

 それで、今後につきましては、先ほども市長から申しましたように、長距離稼働するようなも

のとかそういった状況を見ながら設置については検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  もう一つ私がちょっと言ったんですけど、防犯の対策にもなると

いう形でございます。今、防犯カメラがどれくらいついているかというのはある程度市として把

握はされておるんでございましょうか。それとも、市がつけているものがあるんでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  防犯は通告しちょったかな。坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  防犯カメラ自体は言っておりませんが、防犯について十分にドラ

イブレコーダーが機能するということを言いたいということで、市では防犯カメラとかはつけて

はいないですよね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  答えられるんなら答えてもいい。答えられんなら、もう通告がないから

答えん。しないと。答えられるんなら責任を持って、答えられる人が答えなさい。答えがないよ

うですから。坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  済みません。そこの台数等々、事前通告すべきでした。大変申し

わけありません。 

 そういうことで、ぜひ、そのドライブレコーダー自体はそう高いものではないと思われます。

そういったことで、新しい車が入るときに一緒ではなくて、今の車にもつけることができます。

そういった形で現状、車をかえるときに入れるというふうな御回答でしたけれども、これから、

現状今ある車につけるというのはお考えではないでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  お答えいたします。 

 現在１２６台ありますけれども、更新時期を迎えている車等も結構ありまして、現在それを全
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てということになると、金額的にもかなりになりますので、財政状況等もいろいろ考えないとい

けないと思いますので、更新時期になる前に考えていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  つけていただくことにより、先ほども言いましたけれども、防犯

にも資するところがあると思っておりますので、ぜひお願い申し上げます。 

 そして、先ほど言いましたけれども、前方を撮るだけではすぐ事故が防止になるというのはな

いんですけれども、タクシー業界等々、後ろの席が撮れるようになっております。これは、その

分運転手も撮れるようになっている。これをすることによってかなりな数が減ったというのは聞

いております。ですから、運転手が、いつ、プライベートというふうな話になるかもしれません

けど、事故が起きたとき以外は見ることはほとんどありませんので、ぜひ、つける場合はそうい

うふうに、３６０度だとか、運転席から後ろが見えるようなタイプのものをつけていただきたい

なと思いますが、そこら辺の検討というのは財政課のほうでされるんでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  お答えいたします。 

 公用車の管理につきましては、全体的には財政管理係のほうで行っておりますので、こちらで

検討してまいりたいと思います。 

 ドライブレコーダーにつきましてもいろんなグレード等、機能等があると思いますので、その

辺は十分検討した上で、導入を考えていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  坂本光広君。 

○議員（３番 坂本 光広君）  ぜひよろしくお願いします。それによって市民の安全、そして事

故防止にもつながると思いますので、よろしくお願いいたします。 

 また、これは１つの事例なんですけども、そういうふうな形で神奈川県の藤枝市では、ドライ

ブレコーダーをつけるのに対しまして補助を行っているというところもございます。それは、そ

の事故だけではなく防犯の意味も含めてやっておるというふうな話を聞いておりますので、ぜひ

よろしくお願いいたします。 

 それでは、これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（佐藤 郁夫君）  以上で、３番、坂本光広君の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 郁夫君）  ここで暫時休憩します。再開は１５時１０分とします。 

午後２時57分休憩 
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……………………………………………………………………………… 

午後３時10分再開 

○議長（佐藤 郁夫君）  再開します。 

 次に、６番、加藤裕三君の質問を許します。加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  本日の最後になります。皆さん、お疲れさまです。かなり眠気も

出ているかなとは思いますが、議長の許可をいただきましたので、６番、加藤裕三、一般質問を

させていただきます。 

 まず、先ほど来、先輩議員、同僚議員からも出ていましたが、１月の２２日に御逝去されまし

た野上安一議員の御冥福を心よりお祈りいたします。 

 私も湯布院町役場時代の同僚として、平成９年に一緒に仕事をさせていただきました。思い出

とすれば、今は動いていませんが、湯平の幸せの湯の温泉の掘削を一緒にやった時期だったとい

うふうに記憶をしています。本当に残念ですし、きょうで６七日目です。来週は四十九日ですが、

３カ月またがるので三十五日法要が終わって、もうだびに付されているかというふうに思ってい

ます。本当に残念でたまりません。 

 さて、先日、沖縄のほうにちょっとＩＣＴの研修に行ってきました。だんだん行政も議会もそ

ういったＩＣＴ化の波がもう進んでいるなというふうに思っています。企業は１つだったんです

が、全国でも３００を超える議会、自治体がＩＣＴ化に取り組んでいるというふうな事例も聞き

ました。 

 私も議会の報告の中で皆さんにお願いいたしましたが、やはり迅㏿な対応とか確かな情報を確

実に共有することができるということを念頭に置けば、多少の設備投資もあるのかなというふう

な気がしています。 

 ぜひ今後検討できれば、そういったところも進めていただきたいなというふうに思っています。 

 また、本当に先般の県内一周駅伝、私も感動させていただきました。Ｃ部優勝、そして、Ｂ部

昇格ということで、心からお喜びを申し上げます。選手の皆さん、本当に御苦労さまでした。 

 それでは、本題のほうに入らせていただきます。 

 今回、４つの点で質問をさせていただきました。 

 まず、１点目でございますが、市内の河川管理についてということで、由布市は大分川の源流

域にあります。特に湯布院地域が最上域にあり、土石が流入し、土砂の堆積により河積が狭くな

り、洪水被害等の要因となります。降雨期のみならず、降雨量等が過去の数値をはるかに超え、

想定できない状況にあると思われます。こうしたことに備えるためには、常日ごろの点検や確認

が必要と思います。 

 そこで、以下のことについてお伺いをいたします。 
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 市内一級河川は大分土木事務所が管理をしていると思いますが、市として河川の堆積状況や降

雨時の確認等はどのような体制で行っているのでしょうか。 

 ２つ目、県に対して河川維持管理及び改修要望・内容等についてはどのように行っていますか。 

 ３つ目、湯布院地域の白滝川、大分川可動堰改修の現状及び内容について、また、由布市がど

のようにかかわっているのか教えてください。 

 ４つ目、湯布院地域の河川敷、敷地の景観整備、植樹等の推進ができないか。これは昨年も

１回聞いているんですが、なかなか厳しいということを伺ったんですが、再度質問させていただ

きます。 

 大きな２番目、公共施設等総合管理計画について。先ほども同僚議員のほうから質問があった

というふうに思っております。昨年も質問させていただいた公共施設等総合管理計画の進捗状況

と今後の市が取り組む方針についてお伺いいたします。 

 １つ目、実施計画の概要について、それから２つ目、平成３１年度の計画内容とスケジュール

について教えてください。 

 大きく３つ目、電子入札における総合評価落札方式について。由布市が行う一般競争入札にお

ける総合評価方式についてお伺いします。 

 近年の一般競争入札では、地方自治法施行令及び由布市契約事務規則に基づき執行されている

と考えます。現在、市で発注している各種工事の入札について、総合評価方式によるものとそう

でないものについて、入札での採用する基準や市の規定等があれば伺います。 

 ４つ目、第２次総合計画重点戦略プランの取り組みと課題について。 

 第２次総合計画基本計画の策定に伴う１３の重点戦略プランの目標実現にこれまで３年間取り

組んでこられたと思います。中間期を迎えての取り組みに対しての評価をどう捉えられているの

か伺います。また、それぞれのプロジェクトを推進している中で、新たな課題や修正、見直し等

が必要な状況があれば伺います。 

 特に、まちづくりには欠かせない地域での人材の育成、人材の確保の取り組みや、農業、事業

所等の後継者確保の取り組み計画等についてお伺いいたします。 

 以上、４点についてお願いいたします。 

 再質問はこの席で行います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  それでは、６番、加藤裕三議員の御質問にお答えをいたします。 

 初めに、市内の河川管理についての御質問でございますが、河川の堆積状況や降雨時の確認等

の体制につきましては、大分川につきましては、挾間町の天神橋より上流が大分県の管理となっ

ております。市としましては、降雨時には近隣の住民の皆さんからの情報や市内５カ所に備えつ
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けております基準観測所の河川水位計情報を確認しているところです。 

 そうした中で、パトロール等を実施し、河川流水や河川敷地等の変化等が見られた箇所につい

ては、河川管理者であります大分県へ情報提供しているところでございます。 

 河川の維持、改修等の要望については、事案のある都度、また機会あるごと、河川管理者であ

る大分県へ進達をしているところでございます。特に、御質問にもございます河川の堆積土砂等

の撤去については、河川の流入に大きな影響があることから、優先的な対応を強く大分県に要望

しているところでございます。 

 次に、白滝川、大分川可動堰改修の現状につきましては、白滝川可動堰は造成後約４０年が経

過して、老朽化により、増水時に転倒した堰がもとのように上がらない等の問題が発生しており

ます。地元水利組合からの改修の要望等を受けまして、県と協議を行い、平成２９年度の県営農

業水利施設保全合理化事業に採択をされまして、平成３０年度に事業着手しております。 

 また、大分川の川西にございます可動堰は、平成２６年３月に完成をしております。現在、由

布川橋下流の左岸側で延長３４メートルの河川改修整備を行っているところでございます。 

 湯布院地域の河川敷地の景観整備につきましては、花いっぱい運動事業などを活用して、地域

の皆さんやボランティアの皆さんがコスモスやナノハナの種子を提供をいたしまして、維持管理

等をお願いしているところです。今後も引き続き、河川管理者と連携しながら、維持保全に努め

ていきたいと思っておるところです。 

 次に、公共施設等総合管理計画についてですが、由布市の公共施設につきましては、老朽化し

た施設が多く存在しており、今後の建てかえや改修の経費が市の財政にとって大きな負担になる

ことが予想されております。 

 また、少子高齢化等により、今後大幅な人口減少が予想されることから、公共施設を将来の人

口推移に対応した適正な規模に縮減していくことが求められており、公共施設等総合管理計画を

策定したところです。 

 現在、施設ごとの個別計画を策定中でございます。その個別計画では、施設の現状や課題を踏

まえて、今後、廃止や統合、改修などの方針を決めることとなっております。 

 平成３１年度以降におきましては、財政負担の平準化を図りながら、この個別計画に沿って計

画的に公共施設の管理を実施していかなければならないと考えているところです。 

 次に、電子入札における総合評価落札方式についてでございますが、総合評価落札方式につき

ましては、由布市総合評価落札方式施行要領と由布市総合評価落札方式評価委員会設置要領を定

めて、平成２２年１月１８日より施行をいたしております。 

 この要領によりますと、対象建築工事は、入札に参加しようとするものの入札価格や価格以外

の要素である技術力などを総合的に評価することが適当と認められる建設工事、また、その他特
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に必要と認められる工事について適用すると規定されております。これまで６件の工事について

この総合評価落札方式により発注を行ったところです。 

 次に、第２次総合計画重点戦略プランの取り組みと課題についてでございますけれども、第

２次由布市総合計画の特徴でもあります１３の重点プロジェクト、重点戦略プランの進捗状況に

ついては、毎年７月から８月にかけて総合計画審議会によりその状況の把握並びに評価をいただ

いており、その評価結果については市の公式サイトで公表をいたしているところです。 

 ５年期間である重点戦略プランは本年で３年目を迎え、中間を過ぎようとしております。

１３のプロジェクトのうち計画どおりに進捗しているものもございますが、全般的にはまだ道半

ばといったような状況でございます。 

 そのため、平成２７年度から３１年度までの５年間の計画となっている由布市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略の見直しに合わせて、その施策やプロジェクトについて相互に関連性のある重

点戦略プランも前倒しで見直しを行いたいと思っているところでございます。 

 また、この総合計画の新たな課題、修正、見直しについては、２０２０年度以降の５カ年を見

据えた重点戦略プラン、総合戦略プランを策定すべきと思っており、現在その作業を行っており

ますが、具体的には市内事業者へのヒアリングや３１年度に予定しております市民意識調査等に

より現状を浮き彫りにいたしまして、その解決のために挑むべき事業や新たなまちづくりのテー

マを探ってまいりたいと考えております。 

 御指摘の、地域での人材育成、人材確保の取り組み、そして農業利用者等の後継者対策につき

ましては、いずれも人材の不足や高齢化、後継者不足が深刻な問題となっていることと認識を強

くしております。これからは、市が解決を図るべき優先課題として、３１年度以降も積極的な取

り組みを進めていかなければならないというふうに考えているところです。 

 以上で、答弁を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  それでは、順次再質問をさせていただきます。 

 詳細な答弁、ありがとうございます。 

 市内河川の管理は、市内全域ほとんど一級河川、市民の通報等も含めてあろうかと思います。

特に、私が住んでいる湯布院地域においては、もう以前より、宮川と大分川の合流地点が非常

に──恐らく河川の大きさが違うことと、ただ藻の繁殖だけの理由ではないとは思うんですが、

そこだけが、──そこだけという言い方は悪いんですが、やはり注目されていると思うんです。 

 あそこで合流することによって大分川本流の堆積や、それの支流になります白滝川、要するに

由布岳を含めて大きな流域を抱えている河川の状況について、建設課長、現地は行かれています

か。 
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○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  建設課長です。お答えいたします。 

 現地のほうは確認をしているところでございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  当然ですね。ありがとうございます。 

 なかなか、河川の管理状況というよりも、湯布院町内で草刈りを各地域がやって、その状況の

中ではいつも、建設課の職員の方が草を刈った後に写真を撮りに来られて、細かい点では確認を

されていると思うんです。 

 当然、大分県の予算もそんなに、由布市だけに大分土木事務所がかけるわけにもいかないのか

もしれないんですが、やはり下がたまれば上もたまっているわけなので、下を取れば上が全部流

れるということではありません。非常に草刈りのときに不安になっているという部分と、上流部

が天井川というか、要するに、内底が水位と余り変わらないとか、ちょっとの洪水で堤外が流入

しない状況が出てきていることは、もう全体的に明らかで、市長答弁でもあったように、川西の

今改修をして、どれだけのものができているかというと、余り上流部のほうは実感的にはないと

ころです。 

 やってないとかいうわけではありません。しっかりとそこやってくれているんですが、後でも

お願いするんですけど、そういった上流に砂防河川、砂防堰堤がだんだんできていって、ちょっ

と一時期よりも水量は増しているんですけど、土砂の流入が多少は減少はしているとは思うんで

すけど、やはり定期的に、計画的に排除できるように、県のほうにしっかりと要望していただき

たいと思うんですけど、その点はどうですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  建設課長です。お答えいたします。 

 今議員御指摘のとおり、やはり大分川については昨年もちょっとございました。洪水等がござ

いました。そういった意味もありまして、私というか、由布市のほうから大分県のほうに優先的

に改修等を行っていただきたいという旨は常に話しているところでございます。 

 先ほど、宮川と大分川の合流部の堆積土砂の件が出ましたが、やっと大分県のほうで現在大分

県の河川砂防課がございますが、そのほうで設計を完了して、間もなく発注をしたいという、発

注準備をしているようでございます。そういったこともあるので、一挙にというわけにはいかな

いんですが、引き続き要望してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  ぜひ要望していただきたいと思います。 
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 僕が思うのには、Ｔの字にはなっていないとは思うんですけど、ある程度並行して流れる、要

するに大きい河川と小さい河川の流㏿がある程度合わせるようなところまで河川を改修をしてし

ないと、解決するようなことではないような気がするんで、その辺も、県にぜひ調査研究してい

ただいて、恐らく下流側の橋のほうもかけかえるようになれば、多少流れも変わるんじゃないか

なというふうには思っていますが、一番あそこがとまってしまうと、前回もそうですが、周辺の

農地が壊滅的な被害を受けるというふうなことになりますので、その点は県のほうに強く要望を

お願いいたします。 

 それから、可動堰の話です。農政課長、済みません。一応かかわっているとは思いますが、現

状として可動堰が倒れたときの後処理というのはどうしているか、御存じありますか。立てるた

めに。今機械が壊れているのは、巻き上げ機がうまくいかないらしいんですけど、それがなぜか、

要するに巻き上げ機が古いこともあるんやけど、現状としてその倒れた後の状況とかいうのは確

認されたことはありますか。地元のほうが要望されて。現状。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  農政課長です。お答えします。 

 済みません。私はその現況は確認していません。昨年度、２９年度に県営事業で事業化され、

今年度、起こす油圧ユニットの更新、また、要望があっていますそれの電動化等を次年度に向け

て行うようになっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  ありがとうございます。 

 事業決定は本当に地元の方も喜んでいると思います。早急な対応をしていただいているんです

が、１つ気になることが、先ほど土砂の堆積も言ったんですが、可動堰が、水位が上がると自動

的に倒れて河積を広げると。白滝川の場合は、実は湯布院の町なかの洪水被害対策として河川が

つけかえをされた影響で、可動堰をしないと裏駅の田んぼに水が行かないというふうな状況で、

当時、圃場整備と一緒に全部改修を行った経緯があったと思うんです。 

 もうそれは４０年代なのでいいんですが、要は、倒れて、一切自分たちでやれと、川の中の倒

れた可動堰に土砂が堆積をしているところを、要するに高齢化が進んでいる水路組合の人たちが

人力で土砂を排除しないともう上がらないみたいな、その辺の話というのは聞いたことがありま

すか。ここだけではなくて、御幸橋の下にも可動堰があろうと思うんですが、その２つがあるん

ですけど、その辺の状況というのは聞かれたことはないですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  お答えします。 
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 今、土砂がたまってどうだということを直接聞いたことはありません。その山崎可動堰につい

ては、現在土砂がたまっているということはお聞きしております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  今農業振興とかそういった水路に関係する人たちが高齢化する、

そういった作業も出なくちゃいけない状況の中で、湯布院の一番大きな裏駅の田んぼを守るため

にそういった可動堰の管理をされています。例えば、農政課の農道とかが何かあれば原材料の支

給とか、建設課もそうですが、里道、水路とか、地元が施工するときにある程度補助を、みんな

で管理している分はやるというふうなことは恐らくそれぞれ予算づけはされていると思うんです

けど、この土砂排除も何かそういった対応とかいうことは考えられたことはありませんか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  農政課長です。お答えします。 

 そういう農業用施設に堆積した土砂等の取り除きにつきましては、由布市単独災害復旧事業補

助金という制度を設けています。これについては、業者等へ委託した事業費の２分の１以内の補

助を行っております。近年でも、農業用水路に山の土砂が落ちて通水ができなくなったとかいう

ことで出しております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  ちなみに、今の事業は、その可動堰が倒れて土砂が上に上がった

ときに対応できますか、対象となるかどうかということをちょっと確認します。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  可動堰が動かなくなれば、また取水等いろいろ影響があると思いま

すので、対象にはなっていくと思います。それについて、ちょっとまた現地を確認させていただ

きたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  なかなかそういった情報が地元には行ってなくて、何とか地元の

消防団を雇って、要するに消防水利もちょっと一部兼ねている部分もあったりして、有事の際は

困るということで、そういった自治区や消防が労力を出してやっているという状況も十分僕は勘

案してほしいなと思うのと、そういった補助的なものがあれば、やっぱりそのときに相談に来た

ら、しっかりと伝えてほしいと思うんですね地元の人に。そこはやっぱりちょっと気遣いという

よりも、そういったこともできるんじゃないかという検討を行政の中でやるべきかなというふう
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に思っています。 

 地元は、本当にもう、何か７０前後とか、皆さんもう田んぼの管理だけでも大変で、もう植え

つけから刈り取りまで委託するような方がふえている中で、そういったこともあるので、今後、

そういった対応をしていただけますか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  農政課長です。お答えします。 

 相談があれば、もう現地を見てそういう対応を検討していきたいというふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  ぜひお願いしたいと思います。 

 ちなみに、今回の国の決定に対しての補助事業２,０００万円だったような気がするんです。

これの国・県・市等の、地元の負担割合というのをちょっと教えてください。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  農政課長です。お答えします。 

 今回の事業につきましては、国が５５％、県が２９.３％、市が１０.７％、地元が５％という

ことになっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  わかりました。市も１０.７出すんですね。地元もその５％が結

構１００万円という、これはちょっと余り強くは言えないんですが、地元の方は行くところがな

いんです。お願い。その１００万円を出すのに、非常に何ていうか、米をつくって一生懸命、全

部頼むにしても、結局身銭を払わないとできないみたいなところもあるので、１０.７ち、やっ

ぱり上げられるというのは無理ですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えします。 

 補助率については、他の事業等いろんな事業がございまして、その辺の均衡を図っていかなけ

ればならないんで、そういうものを総合的に勘案して決められた市の負担分だと思っております

ので、今の時点でこれを変えるというのは、他の事業がどういうのか、全て私もまだ把握できて

いませんけれども、そういうものを勘案して決めたことだというふうに思っております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  ぜひ検討してほしいというか、農業振興の一つの策として、そう

した施設の充実等を市が支援するという形を少しでも、何％でも地元の負担が軽減できればとい
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うふうに、今後、できたら調査研究をしていただきたいというふうにお願いをしておきます。 

 それから、河川敷の環境課長、整備ですが、先ほど花いっぱいとかいうことで市長のほうから

答弁をいただきました。ぜひ、ちっちゃい苗木でもいいんですが、木を植えるとかいうのも、建

設課長がいいのかな。木を植えるとかいうのが何か河川敷の遊休地を、そういったことができる

かどうか、ちょっと。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  建設課長です。お答えいたします。 

 河川区域の中に木を植樹するというのは、確かに河畔の植樹基準というのがございます。それ

では、細かに分かれております。それと、今後植えようとするんであれば、河川管理者のほう、

河川法の第２４条あるいは２７条が適用するかと思うんですが、実際、大分川とか宮川には桜の

木がございます。河川管理者である大分土木さんのほうも把握はしているところです。特に、こ

の間私のほうもちょっと現地を見させていただいたところでは、宮川付近、大きな桜の木がござ

いまして、その下には簡易的なベンチもあります。その辺を見ると、貴重な潤いの憩いの場がで

きている。まさしくこの４月を迎えれば桜堤防みたいな、非常に景観もすばらしいところになる

とは思っています。 

 今後、その中で一番気になるのが、堤防の川側に植樹しているものがあったり、川の外側、堤

防の外側のり面のほうにある。外側にあるのはいいとは言いませんけど、河川方向にある、中に

ある大きな桜の木があります。今後、大きくなって、根腐れ等して空洞化になったときに、堤体

に影響があるかもしれないというのはちょっと危惧していますが、どちらにしても、河川区域内

のほうに植えるんであればそういった占用の手続をすれば可能だとは思っております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  ぜひ推進をしてください。あそこは恐らく遊歩道の整備とかと一

緒に河川敷に植えたと思います。 

 僕も一昨年、前課長のときは全く否定をされたんで、あららち思うたんですけど、ぜひそうい

った景観整備も、周辺が田んぼなので私も強くは言えないんですけど、地域の方が希望すること

であれば、ぜひ推進をしていただきたいというふうに思います。 

 それでは、大きく２点目の公共施設等の総合管理計画です。 

 今、参事、ことし個別計画が３月ででき上がるんですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  財政課参事です。お答えいたします。 

 今年度３月中につくり上げる予定で、今まとめの作業を行っております。 
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 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  内容的には、個別の内容はどういった内容ですか。計画書のでき

る、ちょっと内容を教えてください。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  お答えいたします。 

 ２３４施設ほどあるんですけれども、それぞれの施設ごとに方針を、解体とか複合管理してい

くとか、統合とか、そういった方針を決めて、今後３１年度以降、その方針に従って、解体とか

いうことであれば、いろんな条件とかありましょうから、そのための方針を確立していくという

ことで考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  ということは、その計画書の中に、もう取り壊しとかいうところ

が、要するに財政課とコンサルタントというよりも、その施設の状況によってある程度判断をし

て入れ込むんですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  お答えいたします。 

 これまでに、それぞれの施設につきましては各所管課が詳細については詳しいので、ヒアリン

グ等を行ってきたところでございます。 

 それで、これまで現状とか課題を洗い出して、今後どうしていくのがいいかというのは、一応

担当課でありますこちらのほうでまとめて、それについては委託をしておりますので、その業者

とも協議しながら、検討してきたところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  おそらく地域の人たちは、どきどきはらはら、どういった方針が

出るのかということをいち早く情報も知りたいでしょうし、おそらくどういった方向に行くのが、

３割削減なので、一応予定としては。その期間がどの程度になるかわかりませんけど、将来的な

財政負担を考えれば、そういうことはもうやむを得ないという状況もわかります。 

 しかしながら、しっかりと市民に、こちらの中で計画書を立ち上げるのもいいんですけど、早

い段階で市民との協議、もうこういうふうに決まりましたみたいなところで出してしまうとおそ

らく収拾がつかなくて、個別計画も頓挫するようなことになりかねませんので、そこは十分慎重

に、地域の方と協議をしながら、早目に絞ってやるべきかなというふうに思いますし、昨年、神
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奈川県の秦野市でした。あの中で見ても、やはり１０年ぐらいかかって、やっと何かできそうに

なったみたいなところもあるし、ある程度日本の中でも有数な先進地という形でやられてきた、

自負もありましたけれども、やっぱり話を聞くと、相当地域の方ともめてもめて、もみ合いをや

っているような状況がありますので、その辺、早く協議を進めていただければなというふうに思

います。 

 それでは次、電子入札、一緒ですね。この入札、これまで６件ということで、総合評価方式の

もう大きい工事についてやっているんですか。その辺の内容をちょっと教えてください。６件の

内容はわかりますか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  財政課参事です。お答えいたします。 

 ６件につきましては、最初、平成２１年度に挾間の中洲賀グラウンドテニスコートを行ってお

ります。その後、５件ほど行っていますけれども、全て水道関係の中央監視制御設備とか浄水場

の建築等で行っております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  ありがとうございます。大体水道、何か事例を見ると、総合評価

の方式そのものがある程度地域の貢献とか、地域なんですけど、例えば大きな工事、湯布院でも

複合施設が今後控えていると思うんですが、そこは総合評価方式を採用するとかいう考えとかい

うのは、それはまだ未定ですか。どういった入札方針にするか、ちょっとお伺いしておきます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  お答えいたします。 

 湯布院の複合施設につきましては、現在総合評価方式でやるということはまだ決まっておりま

せん。今後検討していく必要があるかと思いますけれども、建築物等におきまして、技術的な工

夫の余地があるようなそういう施設につきましては、いろんな評価をして業者選定にしていく必

要があるかと思いますので、そういったときに検討してまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  それで、東日本大震災以降、資材の不足や建設業者が非常に少な

いとか、災害も恐らく各地域で大規模な災害が出て、業者が非常にもう、これも人手不足の影響

があるかもしれないんですが、結構多くの業者が入れるような評価基準というか、これまで。お

そらく九州管内で見ているのか大分県内なのかもちょっとわかりませんけども、そういったとこ

ろの中での総合評定値、俗に言うＰ点という経営事項に応じてのそれぞれ業者さんがいろいろ持
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っていると思うんです。由布市内にそういった大きな建築会社がなかなか存在していない中では、

総合評価評定方式を採用することによって実績のあるところとかいうところがおそらく通常の一

般競争入札でやると、もう大体同じ金額を皆さん入れて、抽せんというふうなことがこれまで行

われてきたんじゃないかなと思うんです。 

 僕は、Ｐ点が低いからどうのこうのというわけではないんですが、総合的にそういったところ

を検討してほしいなと思うんです。いい業者が決していいとか──いい業者じゃない、Ｐ点が高

いところがいい業者なのかというと、実績もやっぱりかなり違うところもあるし、そこはどこま

での、先ほど言っていました委員会の中でそれぞれ協議をするので、今後、ぜひそういった総合

評点の検討も含めて、業者さんがやる気になるようなところの入札方式を検討していただければ

というふうにお願いをしておきます。 

 もう余り財政も非常に厳しい中では、今後そういった大きな事業をばんばんやるということは

ないかもしれませんけど、これまでの入札結果等をよく調査をしていただいて、どういった方式

がいいのかというのを再度検討していただければというふうに思います。ぜひよろしくお願いし

ます。 

 それから最後に、総合計画の重点戦略プランの件です。 

 おそらく、今道半ばというよりも、５カ年のうちの３年間がもう終了しようとしていますが、

第２次総合計画が１０年の歩みの中で今３年目で、なかなか市長のほうから、できている部分と

できていない部分があるということで、当初の計画では、重点戦略プランも大体この中間期にほ

とんどが実施時期に来ていると思うんです。１３のプロジェクトの中で。そうは言ったものの、

財政とか、行政の中でもそれぞれ、もう団塊の世代を迎えてどんどん人がかわっていく中では、

市長も行政運営のほう、本当に苦労されていて、施政方針の中でも市長が言っていました職員の

育みというか、人材をしっかりと育んでいくというふうなことを言っておられましたので、ぜひ、

人がいないとできないと思っていますし、由布市が、キーマンは僕は行政の職員の皆さんだとい

うふうに思っています。その方たちがいかに地域に出ていろんな人と交わって、いろんな研さん

をしながら切磋琢磨して、このまちで住みよくなるとか、人が残っていくということを実感でき

るような施策を個々がすべきかなというふうに思っています。 

 例えば市長、相馬塾みたいな、昔はやりましたけど、そういった、点々と市長の意見が反映で

きるような人を育てていくとかいうようなお考えはございませんか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えいたします。 

 職員の育成というのは大変重要だと思っております。３０年度につきましても、県や教育セン

ターに派遣をして、ことしの４月から帰ってくる職員もございますし、また、３１年度も新たに
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研修に出す職員も予定しております。 

 それと、今若手グループで自主的に研究グループを立ち上げております。これは、題目はその

メンバーで決めるということで、私も１度ちょっとお話したんですけれども、由布市のＰＲ、今

ＳＮＳとかいろんな形で情報が迅㏿に伝わるような仕組みがあります。そういったものの活用が

できないかとか、そういった若手職員がそういう研究を進めて提言いただくようにしております。 

 それと、相馬塾というわけではないんですけれども、私が市長になって一番先に取り組んだの

は、若手職員と昼食を一緒にとる時間をずっと設けて１年間やってきました。それでまた、今

１度２０代、３０代ぐらいまで、全職員と昼休み四、五名の職員と一緒に食事をとってお話する

時間を設けております。３１年度もぜひまた取り組みたいなというふうに思っているところです。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  加藤裕三君。 

○議員（６番 加藤 裕三君）  ありがとうございます。 

 職員に関しては、僕もぜひそういうふうに、いろんな幅広い人になってほしいなというふうな

思いはあります。 

 それと、職員だけでは行き届かないというか、地域にもそういった人材が必要だろうなという

ふうには常々思っております。昔、湯布院が、まちづくりがどうのこうのとかいう話があった中

では、その時代にまた戻っているのかなというふうな気がしています。このまちに、湯布院に子

どもが残るのかというふうなシンポジウムをやった時期にまた戻っているかなというふうな、そ

ういった人材もどこかで発掘をして、地域の中でそういった話をしながら、自分たちでできるこ

とを見出すとか、そこに公助・共助そして自助の３つのことをテーマに置いて、自分たちの後の

時代にしっかり残すようなまちづくりを話す場所が僕は必要かなというふうには思います。 

 今の若い人という言い方は悪いんですけど、どうしても東京とか便利のいいところに行く傾向

があるんじゃないかなとは思うんです。 

 どこを聞いても、山の中に行くとコンビニがないとか、物がどうのこうのとかいうことではな

くて、生活しやすい部分は確かにあるんですけど、そこの根底は人だというふうに思うので、ぜ

ひ市長に、残り２年半、人づくりということをメーンテーマで、我々も、僕もちょっといろいろ

模索をしてみたいとは思っていますが、そういった人がどんどんできないと、企業もそうですし、

残っていかないのかというふうには思っています。 

 まだ道半ばの第２次総合計画がぜひ実のなるように、僕も心から支援と祈念をして、私の一般

質問を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 

 最後に、僕と一緒に、同じ釜の飯を食べた同僚たちがもう３月いっぱいで退職されます。本当

に長い間お世話になりました。ありがとうございました。ぜひ４月以降も由布市のため、そして
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自分のために楽しめる生活をしていただきたいというのを御祈念して、私の一般質問を終わりま

す。どうもありがとうございました。（拍手） 

○議長（佐藤 郁夫君）  以上で、６番、加藤裕三君の一般質問を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（佐藤 郁夫君）  これで、本日の日程は全て終了いたしました。 

 次回の本会議は、あす午前１０時から、本日に引き続き一般質問を行います。 

 なお、当初予算を除く議案質疑の発言通告書の提出締め切りは、あす３月５日の正午となって

いますので、厳守をお願いいたします。 

 本日はこれにて散会します。御苦労さまでございました。 

午後４時00分散会 

────────────────────────────── 

 

 


